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巻頭言

幕を閉じる学院学会

学院長　浦出　雅裕

　今年も残念ながら明るいニュースが少なかった 1 年でした。ここ数回の巻頭言と同じく今
回もやはり新型コロナウイルス感染の持続と気候変動（今やそれを通り越して気候崩壊とい
う言葉がふさわしいとも言われています）が話題の中心になるのでしょうか。新型コロナウ
イルス感染に対するワクチン接種も 1 回目、 2 回目の接種率は80％を越え、 3 回目も65%に
達しているもののコロナ感染は終息せず第 8 波が到来しています。集団免疫が獲得されても
よいワクチン接種率ではと考えられますが、免疫回避能力を持つ変異株の出現でブレークス
ルー感染が起こっているようです。しかしワクチン接種により重症化率は明らかに低下して
いるのでメリットがあるのは確かです。学院においても最近家族や学外での感染が目立つよ
うになってきているので気を緩めることなくできうる限りの感染予防対策を心がける必要が
あります。次は気候変動の問題です。平常は海と見まがうばかりの中国の長江の支流が干ば
つで干上がりひび割れた川底がのぞいている写真が新聞やテレビで報道されました。ラニー
ニャ現象（太平洋赤道付近の海水温が平年より低くなる現象で異常な天候の要因になる）が
原因で地球温暖化がおこり、長江流域の降水量は例年の半分ほどしかないとのことです。一
昨年の夏は長江流域で氾濫が相次いだこととのギャップを考えると何とも不気味であり、地
球はこの先どうなるのか不安になります。日本においても35℃を越え、発熱体温に迫る「猛
暑日」が今シーズンは増加傾向にあり、外出制限がアナウンスされる異常事態にあります。
　このような環境の中で特に目を引く明るいニュースとしては、米国のメジャーリーグで大
活躍中の大谷翔平選手が「野球の神様」と言われたベイブ・ルースの二刀流記録（投手で10
勝、打者で10本塁打）を104年ぶりに更新したことではないでしょうか。やすやすと胸のすく
ホームランを打つ姿、奪三振ショーは、並みいる外国人選手にも引けを取らない堂々とした
もので誇らしく感じます。さらに大谷選手の人気はその人となりです。グランドに落ちてい
たゴミを拾いポケットに入れる、にこやかにファンサービスに応じる、謙虚な態度がチーム
メイトからも尊敬される、など学ぶべきところは多くあります。まさに、「実るほど頭（こう
べ）を垂れる稲穂かな」という言葉が似合うスポーツマンです。
　さて、学院学会は学院創設時より開催され今年は55回を数えます。卒業生の発表の場とし
て、またその時々で興味深い内容を含む特別講演を拝聴し、学術交流の場として大きな貢献
をしてきました。しかし、一方通行の講演ではなく、現役学生がもっと主体性をもって参
加できるような、またリクリエーションも含まれた交流会のような会に来年から方向転換し
ようということになっています。したがって、学院学会としては今回が最終ということにな
ります。最終回を締めくくるのは46回生の梅本夏純さん「インプラントの臨床に携わってわ
かったこと」、45回生の小林舞子さん「笑顔を創造する歯科衛生士という仕事」の 2 題の発表
と副学院長・学科長の吉川涼一先生による特別講演「その病気、「診方」を変えれば治りま
す」です。学院誌はこれまで通り継続して発刊の予定ですので誌面でもぜひお読みいただき
たいと思います。
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口腔科学の重要性

（一社）兵庫県歯科医師会
会　長　澤田　　隆

　新型コロナについては、「これまでの 3 年間、同じような課題と対策の繰り返しであったた
め、人々は慣れと共に関心が低下している」という論調が増えています。

3 年前には感染者が国内数百人でも新聞各社の紙面で大きく取り上げられ、2021年の
2 月17日の新聞では、国内初のコロナワクチンが医療従事者に先行接種するとの記事があ
り懐かしく感じます。その後ワクチン接種は 4 回目まで国民にかなり浸透しており、集団
免疫獲得に近くなっていると思われますが、現在、わが国の感染者数は 2 千 6 百万人に上
り、世界では 6 億 5 千万人を超える未曾有の大厄災となっています。しかし、この 3 年間
に歯科診療所の感染予防対策は歯科衛生士などの努力で 1 歩も 2 歩も進んだ対策が講じら
れ、診療所の雰囲気は一変し、日歯の報告ではクラスターもなく安心して受診してもらえ
るようになっています。平素から歯科医院の感染対策がコロナ禍で高い評価を各方面から
得ることになりました。
　学院も教務職員の努力によりクラスターの発生もなく、制限はありますが、入学式や卒業
式、国試対策などを推進することができています。一日も早い従来の教育環境に戻れること
を願っています。
　そして、現在、われわれの抱える課題はポストコロナ時代と超高齢社会における歯科保健
医療の在り方です。特に「人生100年時代」において、兵庫県歯科医師会は「安心の基盤は健
康」・「健康の基盤は口腔」として「食べることは生きること」をスローガンに掲げ県民の健
康づくりに貢献しています。先日の日刊紙に「土を喰らう十二ヵ月」という沢田研二主役の
映画が紹介されていました。「生きることは食べること。誰かと一緒に食卓を囲めたらなおさ
らいい。四季の移ろいと共に暮らし、自然の恵みをいただく。そんなふうに生きられたら、
最高だろう」というものです。特に高齢者にとって食への拘りは大きいものです。
　昨年 4 月に制定された「兵庫県歯及び口腔の健康づくり推進条例」の制定記念大会が11月
に県主催で開催され、歯と口の川柳を募集し、歯科医師会会長賞に「噛める歯が あってこそ 
君の味」を選びました。この川柳は歯科が生活に直結した医療であることを表しています。
　また、皆さんは「口腔の健康は全身の健康に密接に繋がっている」ことを良くご承知だと
思います。東京医科歯科大学の「口腔科学」を担当する東みゆき領域長は口腔と全身の連関
システムを科学的に理解し、「口腔から全身を診る」「口腔から全身を治す」「口腔から予防す
る」という口腔からの先制医療を発信するとしています。これからの歯科保健医療の方向性
を明確に示しています。多職種との連携が必要ですが、口腔からの発信であり歯科衛生士の
関与は大変重要であることは論を待ちません。皆さんも大いに関心を持って下さい。
　そして、兵庫県民の健康寿命の延伸のためにわれわれ歯科医療関連職種が一丸となって取
り組んで参りましょう。
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映画と現実の狭
はざま

間

副学院長・学科長　吉川　涼一

　執筆 8 月初旬。最近 2 週続けて映画を観た。「トップガン・マーヴェリック」と「ジュラ
シックワールド・新たなる支配者」の 2 本だ。トップガンは 1 作目から30年以上が過ぎ、主
演のトム・クルーズも60歳位のはずなのに、若々しく、お腹が出てなく、黒髪フサフサ、筋
骨隆々、ハリウッドで長くその地位を保つのは容易なことではないようだ。 1 作目のトップ
ガンではもちろん興奮したのだが、30年以上前の映画の内容はほとんど覚えてなく、ただ興
奮したことだけは覚えていた。しかしこの新作を観た 1 週間後たまたま BS 放送で旧作を観
ることができた。30年前にこれだけの空中戦を撮影できるハリウッドの力は凄い。新作はよ
りパワーアップしており、旧作の回想シーンもありより大きく興奮、感動した。一足先にこ
の映画を観た当院の衛生士は号泣したと言っていた。この作品のキーワードは「考えるな、
行動しろ」だ。そしてもう一つ私が気になったのは「パイロットは絶滅する」というセリフ
だ。無人機の開発が進み、パイロットが不要になるという。今でもすでに無人機はあるが、
ジェット戦闘機までが無人となり国を守るということか。人間の英知を超えた人工知能に置
き換わっていくのだろうか。車の自動運転、空飛ぶ車など半世紀前には夢の世界のことだっ
たのが、もう間もなく現実化してくるのだ。
　そして「ジュラシックワールド・新たなる支配者」は1993年の 1 作目のジュラシックパークか
ら数えて 6 作目で最終章となるそうだ。前作から登場しているクローン人間の少女もそうだが、
恐竜たちは皆クローン技術で現代に蘇った生き物たちだ。これは非現実的世界の話ではなく、実
際に1996年にはクローンの羊が誕生している。 6 年後には死亡しているが2007年に同じ手法で作
り出されたクローン羊 4 頭は 9 年後も生存しているという（現在の生死はわからないが羊の平均
寿命10～12歳を考えるとすでに死亡していると思われる）。クローン技術が人間の健康長寿にの
み利用されるのなら良いが、映画のように悪に利用されたならと考えるとゾッとする。そのとき
にはミッションインポッシブルでトム・クルーズに救ってもらうことになるのか。
　人工知能とかクローンとか私たち古い人間には神の領域を犯すものではないかと考えてし
まう。現実の世界では今は再生医療が最先端で、歯科においては悪くなった歯を抜いて、再
生された自分の歯を生えさせることが目標だ。医科では悪くなった臓器をロボット手術で
摘出し、再生された自分の新しい臓器と入れ替えることが可能になれば、人間の健康長寿と 
QOL は格段に向上するだろう。私が生きている間にはこのようなことはまだ起こらないであ
ろうが、皆さんが生存中の近未来には起こり得ることかも知れない。
　さて「ジュラシックワールド・新たなる支配者」の結末は、人間と恐竜の共生ということ
になるのだが、古代と最先端の世界が同居するというまさに異次元の世界だ。クローンや遺
伝子を操作して病気のない世界が実現するのならすばらしいことだが、いつの世にも悪は存
在する。悪用されない先端技術が開発されることを望みたい。しかしそうなれば近未来には
歯科医師、歯科衛生士は不要になってしまう？
　せめて生きている間は精一杯歯科の世界に貢献したいと思っています。
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令和 4 年度のあゆみ

教務主任　小村　照代

　2020年 4 月緊急事態宣言の発令される中、入学してきた51回生が今春 3 月いよいよ国家試験受
験に臨みます。 3 年前の 4 月、入学式も挙行できず、個々に郵送されてきた顔写真でどのような
学生が入学してきてくれるのか確認したことや、Web 授業に必要な iPad 配布の日も密を避ける
ため、何グループにも分けて登校してもらうなど、常に臨戦態勢の中での目まぐるしい対応の連
続でした。そして感染拡大がやや落ち着き全員登校となった際に、少しはにかんだ笑顔の新入生
が教室に座っており、 2 ヶ月遅れではあるものの日常の光景が戻ってきたことに目を細めたのが
つい先日のことのようです。また、入学した時からマスク着用で口元の特徴がつかめず、学生の
顔と名前が一致するのに時間がかかったことなども懐かしく想い起こされます。
　この 3 年間は、本当に沢山の課題にぶつかり、立ち止まることも多く、何が正解か迷うこ
とも多々ありましたが、役員の先生方のサポートをいただきながら、スタッフ全員で協力
し、助け合い、支え合い乗り越えてきました。私たちスタッフと同様に厳しい状況の中、歩
みを止めず頑張ってきた51回生。国家試験全員合格に向けて全力サポートを継続し全員が笑
顔で卒業できるように努力してまいります。
　令和 4 年度は講義、学内実習が全て対面となりましたが、感染対策が功を奏し、校内での
感染はほとんどない状態で、順調にカリキュラムが進められています。研修旅行も感染対策
を講じた上で実施することができました。臨地・臨床実習は感染拡大状況によっては受け入
れ辞退となる病院や施設も一部ありましたが、他の実習先にご協力いただき配置を替え、急
な辞退の場合は学校での代替実習を実施しました。臨床でしか学べないことも多く、全期間
実習に行かせていただくことができた学生に対し、やむを得ず、限られた期間のみしか実習
に行けなかった学生もいましたが、学内でも学外実習にできるだけ近づけた代替実習を提供
できるように取り組みました。
　世界中に蔓延した COVID-19 パンデミックがもたらしたマイナスの影響は計り知れませんが、
コロナ感染拡大があったからこそ、今まで慣例となっていた行事、授業の方法などをしっかり再
考し、練り直す機会になりました。何が必要か、そのためにどのように行動すべきかをその都度
考えられるようになり、プラス面での副産物であったととらえることができています。
　結びになり、私事で大変恐縮ですが今年の 9 月で還暦を迎え、翌年、令和 6 年 3 月に定年
退職となります。1996年に専任教員としての職務にお誘いいただき、それから26年、様々な
ことがありましたが役員の先生方やスタッフにたくさん支えていただき、なんとか職務を遂
行できています。残された 1 年をどう過ごすか、どのような状態で後輩たちにバトンを渡す
のか、この 1 年にかかっています。学生にとって、教員にとって、学校にとって何が一番必
要かを考え行動し、有終の美ならずともベストに近づけるようにゴールに向かって走り切り
たいと思っています。
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＊兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院
　副学院長・学科長

＜学院学会＞

その病気、「診
みかた

方」を変えれば治ります

＊吉川　涼一

　なかなか治らないつらい症状で何年も悩んで
いるのに、どこの病院に行っても治らない。病院
で検査してもどこにも異常が見つからず、原因不
明と言われる。挙げ句の果てにストレス、更年期
障害、自律神経失調症、気にし過ぎなどと言わ
れ、治療してもらえないため、ドクターショッピ
ングをくり返している人がたくさんいます。しか
し少し違う角度からその病気を診たとき、今まで
気が付かなかった、全く想像もつかなかった違う
原因がそこに潜んでいることがあります。
　皆さんの中にも慢性湿疹、頭痛、めまい、慢
性疲労、不眠、過敏性腸症候群、うつ、月経異
常、不安障害、思考力低下などで悩んでいる人
が多いのではないでしょうか。実際これらの症
状で講義を欠席する学生が多いようです。
　私は25年前から「歯科から全身の健康を取り
戻そう」を基本理念に診療に携わってきまし
た。適切な歯科治療を行うことにより全身症状
が改善することがあるからです。

　では、「診方」を変えるとはどういうことな
のでしょうか。それは歯科金属アレルギー、咬
み合わせ、慢性病巣（病巣感染）の存在を考え
てみることです。

1 ．歯科金属アレルギー
　指輪やネックレスなどによる一般的な金属ア
レルギーのことではなく、口腔内に装着された歯
科用金属によるアレルギーのことです。現在の歯
科治療では何の疑問を感じることもなく、毎日当
然のように歯科用金属を口腔内に装着していま
す。言い方を変えれば歯科用金属を人工臓器とし
て体内に移植しているということです。この金属
を生体が受け付けない、つまりアレルギーの人が
います。金属アレルギー人口800万人とも1,000万
人ともいわれている現在、12～15人に一人は金属
アレルギーの人がいることになります。このうち
どれほどの割合で歯科用金属に対してもアレル
ギーがあるのかは不明ですが、全国の患者数から
見てもかなりの数に上ることは明らかです。歯科
用金属に対するアレルギーだけではなく、金属そ
のものの為害性（毒性）についても理解しておか
なければなりません。
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2 ．咬み合わせ
　「歯並びが悪い」と「咬み合わせが悪い」を
総称して不正咬合という、と教本に書かれてい
ます。歯並びと咬み合わせは全く別のもので、
歯並びが良くても咬み合わせが悪い人もあれ
ば、その逆の人もあり、どちらも良い人、悪い
人もあります。
　人の頭は咬み合わせが悪いほうに僅かに傾き
ます。人の頭の重さは 4 ～ 6 kg（標準体重の約
10％）で、頭が15度傾くと首、肩の筋肉にかか
る荷重は 2 倍になるといわれています。咬み合
わせが悪いと首こり、肩こり、腰痛などが起
こっても不思議ではありません。特に大臼歯部
にクラウンが入っている人は要注意です。僅か
な低位咬合が下顎頭を僅かに偏位させ、全身症
状につながります。

3 ．慢性病巣（感染病巣）
　簡単に言うと、慢性病巣が原因で起こる病気
のことを病巣感染といいます。体のどこかに限局
した慢性感染病巣があって、それ自体は無症状か
軽微な症状にすぎないのに、これが原因となって
原病巣とは直接関係のない遠隔の臓器に障害を起
こすことを病巣感染といいます。つまり二次的に
起こる病気をさします。この概念はヒポクラテス
（紀元前の医師）の時代からあったといわれてい
ます。慢性病巣には細菌が多く存在します。だか
ら「病

やまい

の巣
す

」と書くわけですが、この細菌が血管
に入って血流に乗り、全身に散らばり、その病巣
部位とは全く違う場所に症状が出ます。

洞炎の 5 つが、耳鼻科的慢性病巣には慢性副鼻腔
炎、慢性扁桃炎、慢性上咽頭炎の 3 つがあり、こ
れらを治療することにより原因不明の症状が改善
されることが多くあります。教本にも載っている
ように、歯周病は糖尿病、誤嚥性肺炎、循環器疾
患、骨粗鬆症、早産・低体重児出産と関連しま
す。これこそが病巣感染なのです。
　重度の歯周病の人は心臓病のリスクは4.5倍、
歯周病の妊婦は早産のリスクは7.5倍、歯周病は
関節リウマチを誘発するということが分かってい
ます。最近では歯周病菌はアルツハイマー型認知
症と関連があることはほぼ確実とされています。

　このように少し角度を変えてみれば、今まで
陰に隠れて見えなかったものが見えてきます。
年齢を重ねるにつれ自分自身や家族、友人など
に原因不明の症状で困っているという人がだん
だん増えてきます。このようなときこそ歯科衛
生士としての知識を存分に発揮し、その病から
救ってあげてください。
　歯科は口腔のためだけではなく内科、耳鼻
科、眼科、整形外科、皮膚科などと同じ医科の
一部であり、身体を構成する一部を治療するだ
けではなく、全身の状態を改善することができ
る大切な診療科です。動物は歯が無くなれば死
にます。歯（口腔）は心臓、肺、肝臓、腎臓な
どと同じ人間の重要な臓器です。
　むし歯、歯周病治療はもちろん大切なことで
すが、その一歩先、二歩先を見つめた治療は
もっと大切になってきます。“木を見て森を見
ず”から“木も見て森も見る”医療にシフトし
て、人の健康が損なわれることがないよう、こ
れからの皆さんの活躍に期待しています。

　ここで問題となる慢性病巣には歯科と耳鼻科
のものがあります。歯科的慢性病巣には大きなむ
し歯、歯周病、根尖病巣、智歯周囲炎、歯性上顎
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＊医療法人社団 TDC タバタデンタルクリニック

＜学院学会＞

インプラントの臨床に携わってわかったこと

＊梅本　夏純

　私が勤務している医療法人社団 TDC タバタ
デンタルクリニックは芦屋市にあります。 2 年
生と 3 年生の本実習時にタバタデンタルクリ
ニックにお世話になりました。
　スタッフ間での「ありがとう」や患者様から
の「ありがとう」の感謝の気持ちが飛び交う温か
い歯科医院だったのが印象的でした。また、イン
プラント治療・審美治療で実績があり、他院でイ
ンプラントが難しいと言われた難症例も多数手掛
けています。このような歯科医院で働きたいと思
い、就職を決めました。インプラントについての
知識が浅かった学生時代から、インプラント・審
美治療に20年以上実績がある歯科医院に入社した
くさんの症例に携わり 5 年経って学んだ事、感じ
た事を皆さんにお伝えしたいと思います。

　まず初めに、むし歯や歯周病などで歯を失っ
た場合の治療は何が思い浮かびますでしょう
か？歯を失った場合の治療法は大きく 3 つあり
ます（図 1参照）。
　①入れ歯保険適応で、取り外し式。短期間で
治療を終える事ができます。②ブリッジ保険適
応で固定式です。外科的手術が必要なく、自分
の歯と同じように噛む感覚を得られます。③イ
ンプラントは保険適応外ですが、固定式で隣の
歯を削ることなく、自分の歯と同じように噛む
感覚を得られます。 3 つともそれぞれにメリッ
ト・デメリットがありますが、患者様の選択を
尊重し残存歯を守るように努めています。

　では、インプラントにフォーカスを当ててい
きます。インプラントは人工歯根のインプラン
ト体、土台となるアバットメント、上部構造の 3
つの構造になっています。上部構造は二種類あ
ります。 1 つ目はスクリュー固定法。インプラン
ト体と上部構造が小さなネジを介して固定する方
法です。スクリュー固定は上部構造を外してイン
プラント周囲組織の状態確認や上部構造自体を清
掃する事ができるのでスクリュー固定を選択され
ている歯科医院も多いのではないでしょうか。 2
つ目は上部構造をセメント合着する方法です。ス
クリュー固定とは違い合着すると簡単に外す事は
できません。また、咬合面にネジ穴がないので審
美面が優れています。スクリュー固定は噛む力が
強い方だとネジ穴部分の強度が弱く上部構造が欠
けたり割れ、スクリューが緩みインプラント感染
のリスクがあります。当院ではセメント合着を選
択しています。余剰セメントが原因のインプラン
ト周囲炎にならないように最小限のセメント量で
セットを行い、細心の注意を払っています。
　今やインプラントは一般の方にも認知されつ
つありますが、誤った認識をされている方がいた
りインプラントに対し不安を抱えている患者様が

図 1　日本口腔インプラント学会より
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多いです。患者様との会話の中で、インプラント
について質問されたり、ドクターに替わり説明や
相談をする機会は臨床の中で多くあります。患者
様はドクターに直接、聞きにくいことや不安を歯
科衛生士に打ち明けてくれます。インプラントに
対し正しい知識を持ち不安を解消させてあげるの
も歯科衛生士の大切な役割です。
　インプラントの一番のメリットは隣在歯を削
ることなく自分の歯のようにしっかり噛める事
です。インプラントは人工物なのでむし歯には
なりません。審美性もとても良いです。インプ
ラントは定期的なメインテナンス・セルフケア
をしていただければ、10年以上もつというデー
タもあります。自身の歯よりも長持ちする場合
もあるので、インプラントは今後の歯科治療で
主流になっていくのではないでしょうか。
　デメリットは保険外になるので治療費用がか
かることです。インプラントをしたくても経済
的に難しく、ブリッジや義歯を選択される患者
様もいらっしゃいます。また骨とインプラント
が結合するまでの期間は必ず待たないといけま
せん。その為トータルの治療期間が長くなって
しまいます。そして、重度の全身疾患がある方
はインプラント以外の治療法を提案させてい
ただくこともあります。糖尿病で血糖値のコン
トロールができている方、また喫煙者であって
もインプラントをすることは可能です。リスク
を理解していただく事、メインテナンスに必ず
来てもらう事をお願いしています。インプラン
トは治療技術によって予後が変わります。当院
は、他院のインプラントでトラブルになった患
者様や、難症例で骨の量が少なくインプラント
を断られたという患者様が多数来院されます。
インプラント治療に実績がある、また任せたい
と思うような歯科医院を選ぶことも大切なので
はないでしょうか。
　インプラント埋入手術の流れについてです。
〈ステップ 1 〉 1 次オペは歯肉を切開剥離し、
設計した長さ太さまでドリリングしていきます
（図2、3参照）。メインアシスタントは外科用
サクションで血液などを吸引し、術者の視野確保
をします。術中でも患者様には安心しながら施術
を受けてもらいたいので、声かけは忘れてはいけ
ません。そしてインプラント体を埋入します。

　カバースクリューを装着し、必要であれば造
骨処置を行います（図 4参照）。縫合をして終
了です。

図 2 図 3

図 4

　下顎骨は 2 ～ 3 ヶ月、上顎骨は下顎骨に比べ
骨が柔らかいので 4 ～ 6 ヶ月、骨とインプラン
トが結合するまで期間を待ちます。
〈ステップ 2 〉 2 次オペという処置に移行しま
す。骨とインプラント体が結合した後に歯肉を
開けカバースクリューという仮の蓋を外し、歯
肉を貫通したジンジバフォーマーという少し高
さのあるネジに変えます（図 5、 6参照）。
〈ステップ 3 〉上部構造を作製するための印象
になります。印象用ポストという印象を取るた
めのネジに付け替えて、キャップをしシリコン
にて精密印象を行います（図 7参照）。
〈ステップ 4 〉当院は、歯科技工士が常駐し
ています。院内技工にて上部構造を作製しま
す（図 8参照）。上部構造をセットする直前に
シェードや形態の微調整が必要な場合、その場
で修正ができるのも当院の特徴だと思います。
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安定にはインプラントの埋入長さや埋入角度な
ど力のコントロールに起因する事項や、炎症の
コントロールという意味での衛生管理が重要で
す（図 9参照）。

図 5

図 6

図 7

図 8

図 9

　最後に、インプラントのメインテナンス方法
です。視診では口腔清掃状態、歯肉辺縁の状態
を確認します。上部構造の形態をよく見て、磨
き残しがないかを確認します。触診ではプラー
クや出血、排膿の有無などを確認します。炎症
がある場合、精査します。TBI  で改善できる程
度であれば TBI で様子をみます。必要であれば
ドクターに報告しレントゲン撮影を行い骨吸収
の程度を確認します。メインテナンスをする上
で口腔内の異変に気づく観察力はとても重要で
す。健康な歯周組織の状態を理解していないと
口腔内の異変に気づくことはできません。口腔
内を観察する力を磨いて欲しいと思います。
　インプラントの周囲病変についてです。イン
プラント周囲粘膜炎（Peri-implant mucositis）
とインプラント周囲炎（Peri-implantitis）があ
ります。インプラント周囲粘膜炎は周囲軟組織
に炎症がある状態で、出血の有無を確認して下
さい。インプラント周囲炎はインプラント周囲
軟組織の炎症と、骨吸収がある状態です。排膿
の有無を確認して下さい。インプラント周囲粘
膜炎は歯がある場合の歯肉炎のような状態、イ
ンプラント周囲炎は歯周病のような状態です。

　では、ここでキャリアが浅かった頃に体験し
学んだ事をお話しさせていただきます。患者様
の為に炎症がなくなるように TBI しよう！口
腔内をしっかり守らないと！と気合いが入っ

　インプラントオペが成功してもトラブルにな
る事があります。インプラントも歯周病と同じ
で力のコントロールと炎症のコントロールがと
ても大切です。インプラントの長期的な予後の
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ていました。バス法で TBI をしました。伝え
ないと！頑張って磨いて！って。そしたら、患
者様が「頑張って磨いてるのに！」といつもよ
り強めの口調で発言されました。その瞬間に気
づきました。患者様なりに頑張って磨いてくれ
ていたんだなと。私と患者様とで意識のギャッ
プがあったんです。磨けてはいるんです。ただ
100点ではなかった。私は100点を目指しTBIを
しましたが、患者様にとっては80点で十分だっ
たのです。ベストを目指すのではなく、時には
ベターでいいんだと気づくことができました。
自分なりに寄り添っているつもりでも、寄り添
えてなかったんですね（図10参照）。

患者様の個性、バックボーンにも気をつけながら
一人ひとりに私自身が合わせていく。それが、と
ても大事なことなんだと気づけた患者様です（図
11参照）。

図10

図11

図12　仮歯移行時

　こういった一方的な TBI ではラポールどころ
か、定期検診にも来てくれなくなります。そこ
で、TBI の仕方と患者様との向き合い方を考え
直しました。見た目はごく普通のおじいちゃん
ですが、私が把握できていなかったバックボーン
がありました。この方は、自身が経営する会社の
代表取締役ということです。社会的に立場が上の
方というのは、プライドが高い方が多いと思いま
す。まして、年齢がかなり下の私に、強く指導さ
れるという事もいい気分ではないと思います。敬
語では話していましたが、私の言葉遣いや話し方
が適切ではなかったのではと反省しました。また 
TBI は磨けていないなど、マイナスな事を伝え
るだけではなく、良いところ、プラスな面も伝え
る事が大切だと学びました。どこか一つは褒めた
上で、伝えたい所をそれも一つに絞って伝えるよ
うにしました。指導するというより伝えて、一緒
に頑張ろう！というスタンスに私自身が変わるこ
とができたので、それ以降、患者様との心の距離
も縮まり、ラポールも築けるようになりました。

　それでは、最後に私が携わったインプラント
と審美治療を合わせた症例を紹介していきます。
〈フルマウスの審美治療〉40代女性、審美相談で
来院されました。初診時に術前資料を取りその後
シミュレーションをしました。シミュレーション
というのは、最終補綴物が入った状態のシミュ
レーション模型を使いカウンセリングを行いま
す。シミュレーション模型は、言葉だけでは表現
が難しい部分も患者様に治療へのイメージを持っ
てもらいやすいです。インプラントオペ後にフル
マウスプロビジョナルレストレーションセット、
その後印象し、ジルコニア Cr、上部構造をセッ
トしました。治療の同意を得て、欠損部のインプ
ラントオペを行いました。インプラントと骨が結
合するまでの期間に仮歯に移行しました。約 3 時
間かけて、上下フルマウス28本を仮歯に置き換え
ます（図12参照）。普段行っている一般診療と
は違い、体力と集中力をかなり使います。天然歯
を 1 本ずつ形成する中、スムーズなバキューム操
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　鏡を見た瞬間、本当に喜ばれ感動されている
ご様子でした。口元が変われば笑顔が増え、治
療前より自信がつき、明るくなられた患者様を
何人もみてきました。機能面も回復する審美治
療というのは、その人の人生を変えるぐらい大
きな決断だと思います。患者様のニーズに応
え、これからも全力でサポートし続けたいと思
います。検診業務だけでなく、インプラント、
審美治療、多くの症例に関わってきました。臨
床経験は 5 年目になりますが、患者様や症例、
またメインテナンスを通じ学ばせてもらうこと
が日々あり、発見と成長の毎日です。
　私の担当の患者様に名古屋在住の方がいま
す。治療終了後、遠方であっても 3 ヶ月に 1 度の
メインテナンスに来院してくれています。タバタ
デンタルクリニックは技術力だけでなく所作、接
遇もスタッフ一同、一流を目指しています。新人
であろうが、ベテランであろうが患者様一人ひと
りに対し同じ接遇や思いやりを持ち、患者様に寄
り添えるよう日々精進しています。
　まとめです。TBI は磨けてないところを指
摘するのではなく、肯定してあげ一緒に頑張ろ
うというスタンスで接してあげましょう。患者
様のバックボーンを頭に入れておくのも大切で
す。自分自身がインプラントについて正しい知
識を身につけること。歯科衛生士がインプラン
ト周囲粘膜炎に気づくことができるか否かで、
インプラント周囲炎を予防でき、インプラント
を守ることができます。口腔内をよく見て観察
力を鍛えましょう。
　国家試験に合格しても、医療人として歯科知
識、技術を常にアップデートし、人間力を磨い
ていくことが大切だと感じます。今まで嬉し
かったこと、悔しかったこと、辛かったこと、
やりがいを感じたこと、失敗を通して学んだこ
とがたくさんありましたが今の私には全て必
要な経験だったと感じます。これからもたくさ
んの経験を積み重ね飛躍していきたいと思いま
す。この度は講演という貴重な機会をいただき
ありがとうございました。難しい部分もあった
かと思いますが、これから歯科衛生士となる皆
さんの一助となれば幸いです。

作が求められるのでキャリアを積まないと任せて
もらえません。フルマウスの治療は、治療終了後
にはクタクタに疲れ果てますが充実感と達成感が
桁違いに得られます。ドクター、歯科技工士、歯
科衛生士のチームワークで治療を進め、一体感を
感じることができ、とても楽しく充実感がありま
す。今回は全て生活歯のまま保存できましたが、
根管治療が必要になる場合もあります。
　歯頸部の歯肉の発赤は、炭酸ガスレーザーに
て、歯肉の形を整えたレーザーの跡です（図
12参照）。 1 、 2 週間程歯肉が治るまで歯肉に
痛みが出ますが、必ず引き締まり元の健全な歯
肉の色に戻ります。磨き残しによる歯肉の炎症
が起こると、印象に移行できません。普通の歯
ブラシでは痛いので柔らかい歯ブラシにて TBI 
を行います。患者様の理解、協力度によって、
印象時の精密さ、ましてや補綴物の適合にも関
わってくるので歯科衛生士の大事な役割です。
　ジルコニアセラミック Cr 上部構造セット術
後の口腔内写真です（図13参照）。審美面はも
ちろん機能面も術前からかなり回復しました
（図14参照）。

図13

図14
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＊フォレストデンタルオフィス

＜学院学会＞

笑顔を創造する歯科衛生士という仕事

＊小林　舞子

　この度は、代々学院で行われていた学院学会
の最後の学会という大変貴重な発表の機会をい
ただき誠にありがとうございます。
　卒後、 7 年目を迎え、現在勤めている一般歯
科医院に勤めるまで私はいろいろな歯科医院、会
社に出会い、たくさんの経験をしてきました。
　これから歯科衛生士になる皆様に、歯科衛生
士としての仕事の幅や、今より楽しみを感じて
いただきたく、お話をさせていただきます。
　先ほどもお伝えしましたが、私は歯科衛生士
3 年目の夏に、一度歯科衛生士の仕事から離
れ、ある一般の会社に勤めています。
　皆様がこれから歯科衛生士として働かれるに
あたって、同じ悩みや壁にぶつかることもある
と思います。
　まずは私の経験談からお話しさせていただけ
ればと思います。

　私は国家試験合格後、新卒で姫路市にある一
般歯科に勤めました。
　皆様も国家試験後は新卒 1 年目としてどこか
の歯科医院に勤められると思います。
　憧れの歯科衛生士になれるワクワク感だった
り、初めて社会人になる方は社会人になれる楽
しみだったり。ただ反面、職場に慣れるのかと
か、人間関係、社会人の常識など、いろいろな
不安もあると思います。

　歯科衛生士になったらまず習得することは、
歯科衛生士の 3 大業務である、歯科診療補助、
歯科保健指導、歯科予防処置です。
　まず歯科診療補助を実践で学び、歯科衛生士
さんや歯科助手さんに金魚の糞のようについて
いき、ひたすらメモや質問をし、休み時間に相
互練習を行います。
　次に歯科予防処置。何もできないうちからい
きなり患者様の口腔内は施術できないので、ひ
たすら相互実習を行い、先輩方にアドバイスを
もらいます。
　私が勤めていた歯科医院では、院長先生のテ
ストに合格してから患者様の口腔内の施術する
権利が与えられていたので、安心して患者様の
施術をすることができました。
　後は、歯科保健指導。 3 年生の実習先で患者
様に TBI して。と言われた方もいらっしゃるの
ではないでしょうか。
　患者様、一人一人によって口腔内も様々です
ので、いきなり何も知識がない上での TBI ほ
ど難しいことはありません。
　初めは、様々な歯科衛生士さんたちの TBI 
を見学し、いろいろな TBI の仕方、考え方を
習得し、自分に合う指導の仕方を試行錯誤して
いくのがいいと思います。
　新卒 1 年目は、毎日が新しいことだらけで、
学ぶことが膨大にあります。
　新卒の時に私が 3 大業務を習得するにあた
り、決めて実践していたことが 4 つあるので是
非参考にしていただければと思います。
　まず 1 つ目、入社した 4 月から次の年の 4 月
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までの12ヶ月間に何をできるようになりたい
か、何を習得しなければいけないのかを 1 ヶ月
毎に紙にまとめて毎日見直していました。

2 つ目、毎日メモをとると思いますが、その
メモをもとに医院マニュアルを作成しました。
　医院によっては元々医院マニュアルがある歯
科医院もあると思いますが、一番新しい情報を
習得できる自分が新しい医院マニュアルを作成
することで後から先輩に間違いを確認しやすく
なるのと、後輩ができた時に指導しやすくなる
からです。

3 つ目、 1 年目は毎日必ず 1 日 5 つ質問をす
ること。質問は、歯科衛生士さんだけに拘ら
ず、もちろん院長先生、時には歯科技工士さん
にも質問をしていました。
　いろいろな視点からのアドバイスや意見をい
ただけるので毎日勉強になります。

4 つ目は、練習は相互実習もしますが個人練
習をたくさんしました。私が勤務していた歯科医
院では、TEK 作成を歯科衛生士もしていたので
8 月中までに TEK 100個作ることを目標に掲げ、
昼休みや空き時間にひたすら作っていました。
　私が 1 軒目の歯科医院で学んだことは、 1 年
目で習得できる物は習得するということです。
当たり前ですが、 1 年目は一番大事な時期で
す。分からないことを分からないうちに言って
たくさん知ることが大切です。
　後は、人一倍動くということ。自分が一番そ
の歯科医院にとっては何も分からない立場なの
で、歯科医院で一番フレッシュに動くことも大
切です。
　また、院長先生や歯科衛生士さんとたくさん
コミュニケーションをとること。
　人間関係構築のためにも、自分の知識向上の
ためにも、毎日顔を合わせるスタッフとはたくさ
んコミュニケーションをとることも大切です。
　ここでは 3 年弱私は勤務しました。人間関係
も、院長先生との関係も良好でしたが、福利厚
生の部分や自分がやったことに対する対価が欲
しいと思うようになり、一旦違う世界を見てみ
たいとの思いもあり、ここで歯科衛生士の仕事

から離れ、自分の努力が目に見えてわかる営業
職の道へと進みました。

　知人との出会いもあり、姫路市にある建設会
社で訪問営業をすることにしました。
　人とのコミュニケーションを取ることが比較
的得意だった私は、やったらできると過信して
いました。
　しかし現実はそう甘くありませんでした。
　訪問営業は朝昼晩関係なく、いきなりお家を
一軒一軒回ってインターホンを押し、壁を塗り
ませんかという営業をひたすらする仕事です。
　当たり前ですが、夏は暑いし冬は寒いし、そ
もそも興味のない外壁の営業なので気持ちもあ
まりこもらず、なかなか契約にも繋がりません
でした。
　そこで私は歯科衛生士という仕事がどれだけ
自分に合っていたか、快適な環境で働かせてい
ただいていたことを再確認しました。
　そもそも営業職と歯科衛生士の仕事を比べる
のは違うと思いますが、歯科医院は患者様がわ
ざわざ足を運んで来てくれます。インターホン
を押して歯の治療をこちらからお願いすること
はないんです。
　治療したいと思っている方に治療ができると
いう幸せ。自費治療も興味ある方は契約にも繋
がりやすいです。
　夏は涼しい、冬は暖かいといった本当にあり
がたい環境。

3 年間勉強したのもあり、興味もあるのでや
りがいもあります。
　営業職を経験したことによって、一度離れた
歯科衛生士という仕事がどれだけ自分に合って
いたか痛感し、再確認することができました。
　そして新卒で働いていた時よりも歯科衛生士
としてもっと成長したいと思うようになり、歯
科衛生士の職に戻ることを決意しました。

　そこで高砂市の一般歯科医院に勤めました。
その歯科医院の院長先生は、自費治療に力を入
れている先生で、今まで経験したことのない診
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療内容や知識を教えていただきました。
　たくさんの歯科医院で経験することのない外
科処置や自費治療などがたくさんあったので、
知らないことは全て吸収しようという気持ち
で、励みました。
　時にはパソコンで院長先生と症例発表を作成
してディスカッションしたりもしていました。
　この歯科医院で学べたことは、歯科の世界は
とてつもなく広いということです。まだまだ経
験したことのない分野や学ぶことがたくさんあ
るので今でもワクワクします。
　歯科医院によって診療方針だけでなく、診療
分野も様々なので、二つの歯科医院で働いたこ
とによって Dr でも考え方が違うといろいろな
視点で自分も診療にあたることができるように
なりました。
　院長先生との関わりで他院の歯科衛生士さん
との交流や意見交換や海外の歯科医師の方との
交流、様々なセミナーにも参加でき、貴重な経
験をさせていただきました。
　しかし私はこの歯科医院に入社し、知識や技
術向上に努めましたが、今までに悩んだことのな
かった人間関係にぶつかりました。後輩との関わ
り、友達の入社。院長先生ともたくさん話しまし
たが、私は退職することを決意しました。そんな
時、人間関係が 1 から構築できるオープニングス
タッフの歯科医院と出会いました。

　そして現在勤務している、姫路市にある医療
法人社団中川歯科医院の分院で令和 3 年 6 月に
オープンした、フォレストデンタルオフィスと
いうところで自費のクリーニングとホワイトニ
ングの専門を担当させていただいています。
　今まで歯科医師にアシストについたりメンテ
ナンスをして歯科医師に相談したりと、歯科医
師との関わりが必須の仕事でしたが、今は受付
業務からカウンセリング、施術まで全て一人で
行っております。
　もちろん歯科医師も別の階にいるので見て欲し
いところがあったらすぐ見てもらえる環境です。
　ここでコンシェルジュいわゆる受付業務だっ

た接遇面や、自費クリーニングの施術、ホワイ
トニングの施術、カウンセリングのあらゆる資
格を取得し、実際患者様に行っています。
　保険歯科では経験したことのない、未病者の
方へのメンテナンスの確率化を目指し、日々奮
闘中です。
　今働きながら思うことは、歯科衛生士の仕
事って自分の興味のある分野を自由に選択でき
る仕事だということです。歯科にはたくさん分
野があり、自分に合う分野、得意分野などを選
択することもできます。
　営業の経験と、自費もたくさん関わらせてい
ただいた経験から、今の仕事は自分にぴったり
だなと思っています。

　ここでホワイトニングについて学校での科目
範囲が狭いので、少し説明をします。
　ある調査によると、笑顔を素敵に見せる第一
位が歯や口元と言われています。歯の色が白い
だけで全く違う印象を与えます。
　次は、ホワイトニングの世間のニーズについ
ての表とグラフを 2 つ用意しました。※写真1

写真 1

　まず一つ目が、写真 1 の表です。興味のあ
る美容行為として15歳から69歳女性にとったア
ンケートですが、今や当たり前にされている、
まつげパーマや脱毛を遥かに超えて歯のホワイ
トニングが第 3 位になっています。
　そして右の円グラフ。
　実際に歯のホワイトニングをしてみたいかと
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いう問いに対して20～40代女性に聞いたアンケー
トです。「思う」に回答した方は82.6%。一番注目
して欲しいのが、既にやっている人の5.4%のとこ
ろです。興味のある人は 8 割いるのに、実際やっ
ている人は全体の 5 ％ほどしかいません。
　ホワイトニングには興味はあるけど、実際足
を運んでやっている方はこんなに少ないので今
とてもニーズが高い分野だと言えます。
　そして歯の黄ばみはどう見えているのかとい
うと、半透明のエナメル質から、黄褐色の象牙質
が透けて見えているのが原因です。よって、象牙
質にエナメル質を重ねた色で、実はエナメル質を
透かした象牙質の色が黄ばみの原因となっていま
す。したがって、表面のエナメル質と内部の象牙
質の黄ばみを漂白することで歯が白くなります。
　漂白のメカニズムを簡単に説明します。※写
真 2

　そして 2 番、歯質の構造変化です。有機成分
が分解されると、エナメル質表面の構造にも変
化が起きるため、歯に対する光の当たり方も変
化し、象牙質などの内面の組織が透けて見えな
いようにする効果が出てくるのです。この効果
をマスキング効果といいます。
　エナメル質の性状変化は再石灰化によって元
に修復されるので、歯の健康に害がないことが
様々な歯科大学の論文でも報告されていますので
歯に安全にホワイトニングすることができます。

　そしてホワイトニングの種類。基本的に 3 種
類の方法があります。※写真 4

写真 2

写真 3

写真 4

　まず、 1 番、有機着色物の分解。先ほど言っ
たように、エナメル質そのものは実はほとんど
が無色透明です。その主成分は無機質のハイド
ロキシアパタイト（リン酸カルシウムの結晶）
というものからできています。しかし、エナメ
ル質内には一部有機成分が含まれており、歯の
色はその有機成分が大きく関わっています。ホ
ワイトニングではエナメル質内の微細な有機成
分を分解し、無色の物質とすることで色調を目
立たなくさせます。構造的な話で言うと、エナ
メル質内のエナメル葉やエナメル小柱の中の色
素が分解されます。※写真 3

　一つ目は、オフィスホワイトニング。
　歯科医院で実際歯の表面に薬剤を塗布し、漂
白を行う方法です。成分は過酸化水素で、漂白
速度が早いため、短期間で白さを実感できま
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す。長時間塗布できないので、表面のエナメル
質を漂白することができます。
　二つ目は、ホームホワイトニング。
　マウスピースを使って自宅で行う方法です。
成分は過酸化尿素で、漂白速度は緩やかなの
で、時間をかけて白さを実感できます。ゆっく
り浸透していくので、内部の象牙質まで漂白す
ることができます。
　そして三つ目は、デュアルホワイトニング。
　オフィスとホームを交互に行うホワイトニン
グです。オフィスとホームの長所を併せ持ち、短
期間で理想の白さが目指せます。エナメル質と象
牙質どちらも白くすることができる方法です。

※写真 5 　このグラフをご覧いただくと分
かりやすいです。縦軸が白さの度合い、横軸が
期間を表しています。オフィスホワイトニング
はすぐに結果を実感できるので青い線のように
ポンポンポンと白くできますが、それに比べて
ホームホワイトニングはピンクの線のように時
間をかけて白くします。

効率的なので、いつもデュアルホワイトニング
を推奨しています。

　ここで、デュアルホワイトニングの症例を 3
つご紹介させていただきます。
※写真 6 　まず一つ目、一般的な黄ばみを

お持ちだった患者様に対して、オフィスホワイ
トニング 3 回と、ホームホワイトニングを 3 ヶ
月行っていただくデュアルホワイトニングを
行った結果、 3 ヶ月で16段回アップしました。
この方ははじめかなり黄ばみが濃かった分、ホ
ワイトニング後自信を持って笑えるようになっ
たと喜んでいただけました。

写真 5

写真 6

写真 7

　デュアルホワイトニングは、目標の白さま
でいち早く白くすることができ、結果的に色
持ちも良くなります。皆さんにホワイトニング
を始める前に目標を決めていただくのですが、
大抵、人から歯が綺麗と言ってもらえる、写真
5 のシェードガイドでいう左から二つ目三つ
目を目標にされる方が多いです。この色を達成
するには、デュアルホワイトニングが確実で、

※写真 7 　二つ目、20年ほど前に、前歯を
ぶつけて左上 1 が失活歯になってしまった方
です。年々黒っぽくなってきたのが気になると
いうのが主訴で来院されました。基本的に、失
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活歯に対してはウォーキングブリーチを行うの
が一般的なのですが、歯質削合の観点から、
デュアルホワイトニングで白くしてみようとい
うことで左上 1 も含めオフィスホワイトニング
3 回と、ホームホワイトニングを行って行きま
した。左上 1 には、高濃度の35％のホームジェ
ルを使っていただきました。私もここまで黒く
なった失活歯にホワイトニングをしたことがな
かったのでどこまで白くなるのか正直不安だっ
たのですが、 4 ヶ月で17段回アップし、目標の
お色を達成しました。これだったらあまり気に
ならないということで補綴治療せず、ホワイト
ニングのメンテナンスでお色を維持することに
なった方です。
※写真 8 　三つ目、エナメル質形成不全の

方。意外とエナメル質形成不全で悩まれている
方は多いです。基本的に MI ペーストのみで白
濁を徐々に治していく方法が主流なのですが、
この方にはホワイトニングで白濁以外の黄ば
みを白くして、尚且つ MI ペーストを使用して
ホームホワイトニングの直後にマウスピースに 
MI ペーストを注入してミネラルパックを行っ
ていただきました。

　ホワイトニングで皆様と一緒に綺麗な白い歯
を目指している日々を送っています。ここで、
1 年前に私がオープニングスタッフとして入社
し、新規開業に携わったので、試行錯誤しなが
ら取り組んでいることを最後にご紹介したいと
思います。

　まず、新規開業だったこともあることから、
今や当たり前に活用されている、SNS の立ち
上げです。この時に営業の時の経験が役に立ち
ました。営業の仕事をしていた時に、広報も担
当していたので、ホームページの作成方法や
インスタグラムや Facebook の活用方法を自分
で勉強していたこともあり、歯科医院のホーム
ページやインスタグラムの立ち上げから運用ま
で担当しています。
　やはりお客様が歯科医院のことを知っていた
だけるツールになるので、見やすく、分かりや
すい内容を意識し、普段から更新や編集をし続
けています。
　そして広告や看板の作成。当院がビルの中
に開院したことから、歯科医院ができた、と
いう認知度が開院当初低かったので、ご近所様
に知っていただくためにチラシを自分でデザイ
ンしたり雑誌に掲載していただけるように交渉
したりしました。ビル下には自分でデザインし
た看板を設置したり、まだまだ認知度が低いの
で、できるだけ認知度を上げる工夫を日々試行
錯誤しています。
　そして、Google 口コミ。今の時代は口コミ
で評価される時代です。飲食店に限らず、歯科
医院も口コミの評価によっては集客の差が出て
くると考えています。一人のお客様につき 1 回
は必ずご協力の声かけを行なっております。一
番テンションの高い白くなったタイミングでい
つもお願いをしています。投稿してくださった
患者様にはすぐお返事、お礼が言えるように毎
日欠かさずチェックしています。
　そしてツーショット写真。待合室で待たれて
いる患者様に見えるように来院されている患者
様と撮ったツーショット写真を貼り付けていま

写真 8

　この方もデュアルホワイトニングを行った結
果、 6 ヶ月で12段階アップしました。
　少しまだ白濁が残っているので長期的に白
濁は治して行きますが、他のところの黄ばみ
が改善し、初めより形成不全が目立たなくな
りました。
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す。白くなったタイミングで患者様と過去一最
高の笑顔でお写真を撮っています。
　最後にビフォーアフター写真。ホワイトニン
グを始める前に撮影したビフォーの写真と、ホ
ワイトニング後に撮影したアフターの写真を編
集し、記念にお渡ししています。人間の目は自
分の歯を毎日見ていると慣れてしまうのでこの
ように目で見てわかる写真は患者様にとっても
驚きと喜びを感じていただいています。

　最後に私がいいたいことはこの一つです。卒
業後、頭の片隅に置いていていただければと思
います。※写真 9 　“歯科衛生士という資格
を活用しよう”ということです。これから皆様
は国家試験を終えると歯科衛生士として日々勉
強したり、いろいろな経験をすると思います。
その中で、院長先生との相性や、歯科医院は女社
会なので人間関係のことだったり、福利厚生や、
診療分野、人によっては結婚や育児などにも悩ん
だり苦しんだりすることもあると思います。
　現在、歯科医院はコンビニより多いです。と
いうことは、私たちの働き口がたくさんあると
いうことです。もちろん、一つの歯科医院で
ずっと長年楽しく働くことに越したことはあり
ません。

がら仕事をし、せっかく取得した資格を台無し
にするよりも、自分に合う、自分が成長でき
る、自分らしく働ける環境で働いた方が私はい
いと思います。

　私は何度か転職をしてきました。転職を重ね
ることは“逃げ”という人もいるかもしれませ
ん。これは私の経験からお話ししますが、一般
企業に勤めている人が転職を重ねすぎると転職
先はなかなか見つかりにくかったりしますが、
意欲と歯科衛生士という仕事が好きという気持
ちがあれば、私たちの仕事は私たちで選びやす
い仕事です。一番大切なのは、自分の体と心の
健康です。体を壊してまで、心を殺して頑張る
必要はないと思います。自分が楽しく働くと自
然と毎日笑顔になれます。

※写真10　基本的に笑顔や明るい人の周り
には自然と人が集まると思っています。反対
に、愚痴を言ったり、暗いと勝手に人が離れて
行きます。自分が楽しく笑顔で働くだけで周り
のスタッフや患者様も笑顔になれると私は思っ
ています。笑顔を創造する歯科衛生士にこれか
らも私はなれるように努力していきます。
　私は学生の今が一番大変な時期だと思いま
す。歯科衛生士という資格を取得し、皆様が笑顔
溢れる歯科衛生士になれることを祈っています。

写真10

写真 9

　歯科衛生士という仕事はとても素敵な仕事
です。
　その素敵な仕事を、自分に合わない、過剰に
ストレスになるところで苦しみながら悲しみな
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＊大手前短期大学歯科衛生学科
＊兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院27回生

＜学術論文＞

歯科衛生士業務における「口腔機能検査」の役割

＊白水　雅子

　近年、歯科では機能的疾患が注目されてお
り、2018年度診療報酬改定では、小児を対象と
した口腔機能発達不全症と高齢者を対象とした
口腔機能低下症の管理が保険収載されました。
そのことから、私たち歯科衛生士の業務にも
徐々に変化が表れています。従来、「口腔ケ
ア」として主に口腔衛生や口腔環境を維持・改
善を目的として使用された用語は、整理統合さ
れて「口腔健康管理」として位置付けられる
ようになりました 1)。（図 1）口腔健康管理に
は、口腔衛生管理の他に口腔機能管理も含まれ
ており、真の健康長寿社会の実現のためには、口
腔の保全や衛生だけにはとどまらず、咀嚼や嚥下

といった機能的な面へアプローチすることが欠く
ことはできないと考えられます。一方で、歯科臨
床現場に勤務する歯科衛生士にとって、口腔機能
を計ることはまだまだ不慣れであることは否めま
せん。その背景には、上述した口腔機能低下症に
関連した保険算定の件数は未だ少なく、今後は歯
科界全体において、いかに口腔機能検査を普及し
ていくかも課題となっています。
　ではなぜ、あまり歯科医院で咀嚼や嚥下の
検査が行われないのでしょうか。その一つと
して、口腔機能を計ることは、咀嚼障害や嚥下
障害を有する高齢者に限局した検査であるとい
うイメージが強く、日常の臨床現場では活用の

図 1　口腔健康管理の概念図
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機会が少ないと感じることが要因ではないで
しょうか。次に口腔機能を測定しても、その結
果をもとにした取り組みや実証例が少なく、歯
科衛生士が自信を持って日常の患者指導に生か
すべきか不安になることも考えられます。しか
し、「よく噛むことで健康になりたい」という
国民ニーズは年々強まりを見せており、その期
待に応えられるように、歯科衛生士が口腔機能
検査を担うべき時代が到来しています。そこ
で、今回は、私が過去に実施した調査や普及活
動より、歯科衛生士が咀嚼機能に関わる事例を
挙げ、「噛むことの評価」に対する意義や重要
性、今後の可能性をご紹介いたします。

1 ．混合歯列期の学童期における咀嚼機能か
らみる食指導

　学齢期は、口腔機能の成長発育を図るため、
歯科医療の介入が必要であるといわれています
が、学童期の咀嚼能力に影響を与える要因は、
ほとんど検討されていません。そこで、歯列
交換期における咀嚼能力（咬断能力・混合能
力）の特徴をあきらかにし、咀嚼能力と口腔関
連因子ならびに身体的因子との関連について検
討しました。対象者は、兵庫県たつの市在住の
歯列交換期にあたる小学 4 ～ 6 年の児童229名
で、ヘルマンの歯齢（ⅢA/ⅢB/ⅢC/ⅣA）毎
に分けました。咀嚼能力とは、顎口腔系が食物
を切断・破砕・粉砕し、唾液との混和を行いな
がら食塊を形成して、嚥下動作を開始するまで
の一連の能力を示します 2)。そのうち、咬断能
力は、咬み切る力を表しており、咀嚼能力測定
用グミゼリー（UHA 味覚糖）を30回咀嚼後、
吐き出させて、咬断片の粉砕度を、スコア表を
参照に10段階評価しました（図 2 ）。次に、混
合能力は、食べ物が混ざり合う動作を指し、咀
嚼チェックガム（ロッテ）を用い、60回咀嚼し
た後に色調変化を測定しました。咀嚼時間は、
グミ・ガム咀嚼に要したそれぞれの時間を評価
しています。その他、咬合力や咬合接触面積、
身長、体重からローレル指数、握力、最大歩行
速度も評価しました。その結果、咬断能力は、

咀嚼時間が長く、咬合力が強く、年齢が高い場
合、上昇する傾向を示しました。また咬断能力
は、年齢に応じて変化する歯数の影響を受ける
ことが示され、一方で混合能力は、咀嚼時間が
長いこと、またはローレル指数が低いと高い値
となることが示されました。つまり、歯列交換
期における咀嚼能力の変化は、咬断能力と混合
能力では異なること、また咀嚼能力は、咀嚼時
間・咬合力・体格と関連することがうかがえま
した 3)。これらの結果より、混合歯列期における
食事指導では、個人差に配慮することや、食事
時間が重要な因子になるように考えています。

2 ．若年成人期における口腔機能と生活指導
の在り方

　次に、前述通り口腔機能の低下が食生活や全
身の健康へ与える影響が報告されており、小児や
高齢者の口腔機能管理に重点が置かれるように
なりました。一方、13～22才が中心となる青年期
は、不規則な生活による生活習慣病の危険が高ま
る時期であり、健康的な生活を営むためには自律
的な歯科保健行動の習慣化や健康管理に対する意
識の向上が求められます。ところが、青年期にな
ると、現状では法的に義務づけられた歯科健診
がなくなり、口腔の現状を知る機会も減少しま
す。そこで、若年青年期である大学生の口腔機
能の実態について調べました 4)。対象は、大手前
短期大学歯科衛生学科に在籍する女子59名で、平

図 2　咀嚼判定用グミゼリー　文献 3）より引用
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均年齢19.8±2.5歳となりました。口腔機能の測定
項目は、咬合力、口腔粘膜湿潤度、オーラルディ
アドコキネシス、舌圧を評価し、咀嚼機能の評価
には、咀嚼能力測定用グミゼリーと色変わり咀嚼
チェックガムを用いました。その他、生活習慣
のアンケートや身長・体重及び BMI、睡眠時間
を調査しました。その結果、グミゼリーとガム
との間には、弱い正の相関（r=0.31、p=0.02）
が認められました。次に、口腔機能と生活習慣
では、舌圧 とBMI（r=0.27,p=0.04）、舌圧と睡
眠時間（r=0.26、p=0.05）との間に、非常に弱
い正の相関が認められました。また口腔粘膜湿
潤度と睡眠時間においても、弱い正の相関が認
められました（図 3 ）。そして、オーラルディ
アドコキネシス/Ka/音と BMI は、舌圧にやや影
響を与える因子であることもわかりました。先行
研究 5)において健常成人の嚥下時の舌圧に関する
研究では、嚥下舌圧、最大舌圧に共通して、相関
が認められたのは、BMI であることが報告され
ており、今回の調査結果と同様の傾向が示されま
した。舌の筋量と全身の筋量との間に関係がある
ことは、数多く報告されていますが、今回の若年
青年期においても、BMI の低さ、すなわち筋肉
量の不足が舌圧に影響を与えた可能性が考えられ
ます。青年期は、自律的な健康管理に対する意識
の向上が求められますが、生涯で最も健康度が高
いため、健康管理についての自覚が乏しい時期で
す。そのため、複数の口腔機能検査を用いて、歯
科医院における定期検診時に現状の把握に役立て

ることを考慮すべきであると考えます。

3 ．障がい者（児）を対象にした口腔機能に
関する啓発活動

　口腔健康管理の維持・向上には、対象者に
合わせた正しい歯科保健の知識と生活習慣を
身につけることが重要ですが、障がい者（児）
の場合では、障害の種類や程度により、通院や
口腔内状態を良好に保つことが困難な場合も多
いとされています。次に、私が所属する非営利
活動法人アダプテットスポーツサポートセン
ター（以下 ASSC）では、毎年障がい者スポー
ツを通して「ノーマライゼーション社会」の実
現を目指した事業を展開しています。その中で
「ボッチャ」という競技は、重度の障がい者
（児）も取り組める種目であり、東京2020パラ
リンピックにおける日本選手団の活躍により知
名度も上がっています。そこで、ボッチャ大会
において、噛むことをテーマに、咀嚼の効用と
障がい者（児）を対象とした歯科保健医療の情報
発信を行い、口腔健康管理の向上と食生活指導を
目的として障がい者（児）とその関係者に対し
「咀嚼機能測定」のブースを設置することによっ
て、咀嚼機能の現状を把握し、歯科相談と個人に
合わせた適切な食指導の場を設けました。
　事業の概要は、ASSC が主催する2021年度Ｉ
（アイ）ボッチャ2021 in 大阪大会にて、大阪
歯科大学附属病院障がい者歯科に所属する歯科
医師 3 名と阪神地域に在籍する歯科衛生士 3 名

図 3　青年期における口腔機能と関連因子との関連性
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で以下の 3 つの事業を実施しました。
①　噛むことと健康に関する講話
②　咀嚼能力測定の実施
③　摂取食品アンケートと歯科保健指導及び地

域の歯科医療サービスの紹介
　①では、さらに 3 つの項目内容を講話しまし
た。 1 つ目は、よく噛むことは健康づくりの基本
であること、 2 つ目は、口腔機能とオーラルフレ
イルについて、最後は口腔とスポーツパフォーマ
ンスとの関連についてのお話です。以上の講話よ
り、まずは自身の咀嚼機能を計ることの意義を説
明し、気になることがあれば、かかりつけ歯科医
に相談することや地域における障がい者歯科治療
に関する情報の発信を行いました。
　②の咀嚼能力測定では、大会会場入り口に
設置し UHA 味覚糖社の咀嚼能力測定用グミゼ
リーを使用しました。グミゼリーの評価は、ス
コア法を用いました。この方法は、専用の器具
を使用しないため、その手軽さから 3 時間程度
で90名以上の方が体験することができました。
なお、測定結果は、専用のパンフレットに記入
し、個別に咀嚼機能の説明を行いました。
　③の摂取食品アンケートは、平井式摂取可
能食品アンケート表を一部改編して用いまし
た 6)。このアンケートは、日常的に摂取可能食
品を尋ねることで、摂取可能食品の数や種類に
よって咀嚼機能を判定する主観的評価となりま
す。咀嚼能力測定グミゼリーのスコアとアン
ケートによる咀嚼機能評価を用いることで、日
常的に摂取している食品を把握することがで
き、また食事内容や食形態、食に関する情報を
聞き取りすることを目的としました。しかし、
本イベントのような短時間で口腔の状態を把握
して、食指導を行うケースでは、十分な食指導
の時間が取れないこともあり、急遽、参加者の
地域の実情に応じた歯科医療サービスの紹介も
行うことにしました。
　グミゼリーを用いた咀嚼能力測定では、大
会参加者136名のうち、90名に実施することが
できました。その背景には、咀嚼能力の評価に
は、スコア法を用いたことと、スポーツ大会時

における試合前後の空き時間を有意義に活用し
たことで、多数の体験が可能となったと考えま
す。参加者の中には、咀嚼能力測定の結果を踏
まえて、食事メニューの相談や他の口腔機能検
査に興味を持たれた方、身体機能の相談など多
数の健康相談が挙げられました。そのため、今
後は、口腔機能検査項目の追加やスタッフ中に
管理栄養士や理学療法士の人員配置を行い、よ
り細やかな指導ができるように計画したいと考
えています。
　以上のように口腔機能検査は、限られた年齢
や疾病を有する者だけが対象ではなく、各ライ
フステージにおいて歯科衛生士がより幅広い指
導、すなわち広義のヘルスプロモーションの展
開に役立つものであり、今後の歯科衛生士業務
の発展にも期待できます。今後ますます「口腔
健康管理」が求められる中、まずは身近な環境
での活用方法を検討し、ぜひ日常の歯科臨床現
場に取り入れていただきたいと願っています。
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＜歯科衛生士会＞

歯科衛生士を取り巻く社会情勢の変化
～求められる高い専門性と総合力～

＊高橋　千鶴

　歯科衛生士を取り巻く社会情勢は大きく変化
してきました。
　兵庫県では県民の歯及び口腔の健康づくりを
より一層推進していくことを目的に、令和 4 年
4 月 1 日に歯科単独条例である「歯及び口腔の
健康づくり推進条例」を制定し施行していま
す。条例では「兵庫県歯と口の健康づくり啓発
月間」を位置づけ、今年初めて「歯及び口腔の
健康づくり推進大会」が11月 3 日に兵庫県民会
館けんみんホールにて開催されました。
　また、国は、経済財政運営と改革の基本方針
（骨太の方針2022）は、すべての国民が生涯を
通じて受けることができる国民皆歯科健診の導
入に向けて、閣議決定をいたしました。このよ
うに国や県の政策は、歯科衛生士業務の追い風
となる一方で、歯科衛生士は、知識や技能など
の高い専門性と総合力が求められます。
　当会では、歯科衛生士の高い専門性と総合力
などの修得に向けて、会員向けの研修会だけで
なく、会員外も含む歯科衛生士を対象に、卒後
研修必須プログラムや復職支援講習会などを
行っています。会員対象の研修会では、第一線
でご活躍の講師による研修会を開催しており、
開催回数や受講者数は、毎年全国一・二位の結
果となっています。
　また、医療圏域ごとに県下に10支部あり、そ
れぞれの支部では地域に必要とされる特徴的な
研修会を開催しています。

　さらに兵庫県から委託を受けて、平成 2 年度
に全国に先駆けて創設した「兵庫県歯科衛生士
センター」は、会員・会員外・学生（最終学
年）を対象に登録を行っています。
　10月に入り登録者数は660名となり、学生の
登録者も増加しています。当センターは、登録
者を対象に、生涯を通じた地域歯科保健医療に
関する研修会の開催やメールマガジンによる情
報の配信を行っています。
　このたび、当センターのペアのマスコット
キャラクター名は、兵庫県が主体となって県民
だよりで募集し、当会も会員や当センター登録
者へのメールマガジンなどで募集をしました。
6 歳から91歳までの幅広い層の910名の応募者
が集まりました。第三次審査まで行い、それぞ
れの最高得点のマスコット名が決定いたしまし
た。11月 3 日の推進大会において発表いたしま
した。県民の皆さんに歯科衛生士を知ってもら
う機会や登録に向けた周知をトートバックなど
で親しんでもらえるように PR をしていきます。
　一方、皆さんのような歯科衛生士を目指す人
材を増やしていく必要があります。
　小さい子どもたちがあこがれる職業となり、
ご両親などが将来を見据えて、入学に向けて後
押ししてもらえるように、職能の社会的地位の
向上や社会情勢の変化にいつでも対応できる歯
科衛生士の育成に向けて、当会及び当センター
事業を通じて行っていきますので、これからの
新たな歯科衛生士像を
描ける皆さん一人一人
の次世代の力に大いに
期待しています。

＊（公社）兵庫県歯科衛生士会　会長
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＜むつみ会＞

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院同窓会
「むつみ会」ご挨拶

＊竹内　知恵

　兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院の
皆さまにおかれましては同窓会むつみ会の活動
への多大なるご支援、お力添えをいただき厚く
お礼申し上げます。
　同窓会むつみ会は令和 4 年に創立50周年を迎
えました。これもひとえに兵庫県歯科医師会附
属兵庫歯科衛生士学院の皆さまと、同窓会むつ
み会会員の皆さまのご支援、ご協力の賜物と感
謝致しております。本来ならば創立50周年に際
し記念式典、記念講演会を開催し皆さまとご一
緒にお祝いをしたかったのですが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大を考慮し、中止とい
う苦渋の決断をしました。会員の皆さまにはさ
さやかですが記念品を送付しました。
　昭和47年、第一回卒業生29名から始まり、平
成を経て令和の現在3,890名の会員が在籍して
います。会員の年齢層は幅広くなり、歯科診療
所、病院、市区町村、介護保険施設、歯科衛生
士養成学校、事業所と活躍する場は多岐にわた
ります。卒業間もない方から経験豊富な卒業生
まで、それぞれのステージでご活躍されている
皆さまが親睦を深めお互いに刺激し合える、そ
して時には懐かしく集える開かれた同窓会であ
りたいと思っています。

　主な活動としましては
①　年に一度全会員への動態調査
②　毎年 5 月第 4 日曜日に研修会の開催
③　 2 年に一度総会の開催
④　会報の発行
⑤　年に数回理事会の開催
⑥　学院の復職支援活動のお手伝い
などです。
　この 3 年間は新型コロナウイルス感染症の感
染拡大の影響で研修会の開催を見合わせまし
た。皆さまの集える場を提供できず残念で申し
訳なく思っております。令和 5 年度は感染症対
策を十分に施し研修会を開催する予定です。会
員の皆さまのたくさんのご参加をお待ちしてお
ります。
　最後になりましたが、今後とも同窓会むつみ
会へ変わらぬご支援とご協力を賜りますよう心
よりお願い申し上げます。

＊むつみ会　会長
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＜講師の抱負・紹介＞

学院との縁

情報統計学担当　坂中　哲人

　この度、2022年 4 月より杉岡伸悟先生が担当
しておりました情報統計学の講義を引き継ぐ
ことになりました坂中哲人です。「統計は難し
い」という苦手意識を持っている多くの学生の
皆様にとって、基本事項を分かりやすくご理解
いただけるような講義ができるよう努めて参り
たいと思います。よろしくお願いいたします。
　はじめに、学院との縁についてご紹介したい
と思います。一つ目の縁は、浦出雅裕学院長で
す。私は現在、大阪大学大学院歯学研究科・予
防歯科学教室に勤務しておりますが、今から約
十年前、学院長が当時教授をなさっていた兵庫
医科大学病院・歯科口腔外科で卒後臨床研修を
受け、歯科医師として歩み始めたばかりの二年
間を過ごしました。そこでは口腔がん、歯内療
法、顎関節症など、様々な専門性を極めた先生
方が在籍し、自由闊達な雰囲気のもと多くのこ
とを学び経験することができました。中でも、
手術着をまとった学院長の泰然自若たる佇まい
から繰り出される洗練された手術手技の数々は
今でも瞼に焼き付いております。また、口腔ケ
アが周術期患者の回復を助ける様を目の当たり
にした私は、当時進展していたヒト細菌叢研究
の影響も受け、口腔細菌叢と宿主の共生関係に
興味を抱くようになりました。これがきっかけ
となり今の道へと進むことになるのですが、当
時新米だった私を温かく迎え入れるとともに、
研修期間を通じ支えていただいた学院長には感
謝の念が堪えません。現在の研究室では、予防
歯科の専門家として患者さんの歯の喪失リスク
を低下させ将来に渡って生来の歯を保持できる

よう手助けするとともに、口腔バイオフィルム
や唾液を研究対象にして歯周病発症メカニズム
や全身疾患との関係、さらにはリスクに応じた
バイオマーカーの探索などを行っております。
まだまだ道半ばの若輩者ですが、学生の皆様に
は私の経験を通じて知り得たことなどについて
もお話しできればと思います。
　二つ目の縁は、学院の建つ神戸という場所で
す。というのも私は神戸で生まれ、阪神大震災
の影響を受けながらも高校までの大部分の時間
を神戸で過ごしました。大学以降は大阪などで
過ごすことが増えましたが、それでも神戸は私
の原点と感じます。むしろ年を重ねるごとに、
この地の有する歴史、文化、自然の魅力に気付
かされることが多くあります。中でも私にとっ
て最も神戸らしさを感じさせるのが、街の至る
所にある坂道です。坂道を一歩一歩登っている
と次第に坂道という感覚も薄れていき、ふと
南の方角を振り返るといつの間にか海を臨む場
所まで来ていたことに気付く、そんな経験をお
持ちの方もいるかと思います。この学院も、中
山手通の閑静な文教地区にある坂道を登った先
にあります。神戸のほぼ中心地にありながら、
緑あふれる落ち着いた清々しい風の吹く場所で
す。学生の皆様には是非この素晴らしい環境の
中で学べることを誇りに勉学に励んでいただ
き、一歩一歩坂道を登るように、自分の目標に向
かって進んでいっていただければと思います。
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＜講師の抱負・紹介＞

歯内療法学の講義を担当するにあたって

歯内療法学担当　仲間　ひとみ

　2022年度より、前任の辻先生より引き継い
で、歯内療法学の講義を担当させていただくこ
とになりました仲間ひとみです。
　日頃は大阪歯科大学附属病院の歯内治療科
で、歯内治療を専門に診療しております。
　歯科治療と一言にいっても、その内容は多岐
にわたります。
　むし歯、歯周病、ホワイトニング、抜歯、矯
正と様々ある中で、歯内治療については、何を
する治療なのかよくわからないという方が大半
だと思います。
　歯内治療のメインとなる治療は根管内を機械
的および化学的に清掃する根管治療ですが、骨
の中に埋まっている歯根の中の治療なので、大
学病院に実習に来ている衛生士学校の学生さん
からも、見学・診療補助していてもよく見えな
かったとの声を聞きます。
　日本歯内療法学会が行ったアンケート調査で
は、20代でむし歯治療を受けたことのある人の
割合は約66%、歯の神経を抜く治療（抜髄）を
受けたことのある人の割合は約28%となってい
ます。
　40代になると、むし歯治療は約94％、抜髄処
置は約60％と大幅に増加します。
　60代になると、むし歯治療約96％、抜髄処置
は約80％、一度抜髄処置を行った歯の再治療を
受けた人の割合も約60％に達します。
　また最新のアメリカの研究では、米国内99カ
所の歯科医院で根管治療を受けた患者4万6,702
人（根管治療を受けた歯の本数 7 万1,283本）の
データを分析したところ、根管治療後の歯の寿命

の中央値は11.1年であるという結果がでました。
　むし歯は残念ながら、象牙質に達してしまう
と、決して自分の力では治せません。そして同じ
永久歯を約70年使い続けなければなりません。
　そのため、むし歯にならないよう、なってし
まってもなるべく初期の段階で治療する、早期
発見・早期治療が大切です。
　歯の神経が機能していれば、むし歯を痛みと
して知らせてくれるため、患者さんも歯科医院
を受診してくれますが、神経を抜いてしまった
歯が再びむし歯になった場合は痛みを感じない
ため知らぬ間に進行してしまいます。
　歯の中にとどまらず、周りの組織にまで感染
が及び根尖性歯周炎に至っても、慢性的な場合
は自覚症状が殆どなく、症状が出た頃には病変
が大きく広がっている場合もあります。
　自覚症状の乏しさ故に、被せ物の中でむし歯
が進み健全歯質が殆どなくなってしまったり、
歯を支える顎の骨が広範囲に失われることによ
り、治療方法が抜歯となってしまうことも少な
くありません。
　その予防として、定期検診時に患者さんの自
覚のないむし歯をいかに早く発見できるか、患
者さんの小さな訴えに耳を傾けられるかがとて
も大切です。
　みなさんには是非歯の神経を守ることの重要
さについて授業を通して理解してもらい、将来
たくさんの患者さんのお口の健康を守っていっ
てもらいたいです。
　歯内療法学の講義がその助けとなるよう、最
善を尽くしていきたいと思います。
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＜専任教員＞

専任教員になって

専任教員　平野　直子

　13年間歯科衛生士として臨床を経験し、その
後介護施設を 8 年間運営したのち、令和 3 年12
月より本学院の専任教員として勤めることにな
りました。
　臨床の場では、歯周病予防・矯正・審美と幅
広い分野を学ぶことができる歯科医院に勤務さ
せていただき、歯科衛生主任として 9 年間勤務
いたしました。新人歯科衛生士 1 人にベテラン
歯科衛生士が 1 人付き、 1 年間徹底的に歯科衛
生士業務を叩き込まれ、合格が出るまで現場に
は出してもらえないという歯科医院でした。こ
の医院を学生時代に知った私は、どうしてもこ
こで学びたく、忙しい院長に直接電話をし、熱
い思いを伝え、どうにか採用していただいたこ
とを思い出します。
　臨床を離れてからは、介護施設（サービス
付き高齢者向け住宅、通所介護、訪問介護）
事業の運営をしました。ここはまだ形もない
0 からのスタートで、介護保険サービス事業者
の新規指定をとるため神戸市役所の福祉局監
査指導部や建築住宅局政策課に何度も通い、
やっと開設までこぎつけました。開設後も介
護職は初心者で歯科衛生士業務の経験しかな
かった私は、まず現場に出るための修行や地
域の方々や同業者に認知していただくために
毎日奮闘していました。
　そして、今までの様々な現場での経験が少し
でも学生教育のお役に立てたらと思い、教員に
なることを志しました。
　担当科目は歯科保健指導をさせていただく
ことになりました。臨床での経験はほとんど

ない科目で不安がいっぱいでしたが、経験豊
富な先輩教員のご指導により何とか教壇に立
てる状態まで導いていただいています。担当
科目はもちろんですが、その他の教員の業務
においてもそれぞれの業務ごとに指導してい
ただける先輩教員がいて、なんと恵まれた職
場環境なのだと日々感じています。それは学
生においても同様で、本学院は兵庫県でも
トップクラスの伝統と実績があり、歯科衛生
士国家試験の合格に導くノウハウをたくさん
持っています。またそれだけでなく、学生対
応も、全教員が学生に愛情たっぷりに真摯に
接しており、こんなにも学生のことを大切に
考えているのかと驚くことが何度もありまし
た。そんな環境の中で学べる学生はきっと将
来、優秀な歯科衛生士となって様々な分野で
活躍できる人材になることと思います。
　また、今年度の新 1 年生の担任をさせてい
ただくことになり、夢と希望に満ちた若いパ
ワーに圧倒されながらも、歯科衛生士という
目標に向かってのはじめの一歩を踏み出した
学生たちの力になりたいと改めて強く思いま
した。専任教員という立場で、学生が学び、
成長し、巣立って行く姿を近くで見ることが
できることに、責任とともに大きなやりがい
を感じています。
　まだまだ 1 人前の教員には程遠いですが、先
輩教員のご指導に感謝し、 1 日でも早くお役に
立てる日が来るよう努力して参ります。
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　この度は学業奨励賞をいただきありがとうご
ざいます。
　私はこの学院に入学するまで、歯科医院で
歯科助手として勤務していました。お世話に
なった歯科医院では、未経験の私に色々丁寧に
教えてくださいました。受付業務、アシスタン
ト業務、器具の洗浄滅菌やリコールはがきの作
成発送など、その他まだまだたくさんの仕事が
ありました。そして医療でもありサービス業で
もある歯科医院での仕事は、奥が深く今後更に
発展していく職業だと感じましたし、毎日の仕
事をこなしていくことがとても楽しくやり甲斐
を感じていました。しかし経験を重ねるにつ
れ、自分の知識が浅いことや歯科助手と歯科衛
生士の差を日々感じるようになりました。患者
さんから見れば歯科助手も歯科衛生士もあまり
見分けがつかず、私に歯や口の事を相談される
方もおられました。その際自分でわかることは
きちんと対応しましたが、歯科助手の私が答え
て良かったのか、歯科衛生士として知識があれ
ばもっと良い返答ができたのではないかと、も
どかしい気持ちになることが増えました。そし
て、もっと歯や口の知識を専門的に学びたい、
直接患者さんと関われる歯科衛生士になりたい
と思うようになりました。ですが年齢や体力的
なこと、家事との両立、そして今更学生として
またやっていけるのかなど様々な不安や葛藤も
あり、なかなか入学に踏み切れずにいました。
そんな中、家族に相談したところ「絶対歯科衛生
士になるべき！」と背中を押され、入学すること
を決意しました。入学してみると何十年ぶりの学
生生活は、実習に課題、単位修得試験など私の想
像よりはるかに大変でした。課題や試験が重なっ
て疲れが溜まると、歯科助手のまま働いていれば
よかったかなと後ろ向きな気持ちになることもあ
ります。しかし、この年齢で学ばせてもらえるこ

学業奨励賞をうけて

第52回生　久次米　美佳

とはありがたいことだ、学びたくても学べない人
もいるのだからと思い返すようにしています。
　私の学校生活で心がけていることは 3 つあり
ます。 1 つ目は授業をしっかり聴いて積極的に
参加する、 2 つ目は出された課題は早めに終わ
らせる、 3 つ目は分からない点や疑問点が生じ
ればすぐに質問し解決する。この 3 つを継続し
ていくことで目標である国家試験合格に近づい
ていると信じています。
　最後になりましたが、年齢が離れているに
も関わらず優しく受け入れてくれている同級
生のみなさん、ありがとうございます。自分が
忘れていた気持ちを思い出させてくれたり、み
なさんと過ごすことで良い刺激になり新鮮な気
持ちになることがあります。そのおかげで今、
楽しく学校生活を送れています。それから専任
教員、講師の先生方は私が学習面で困り質問を
すると、いつも快く教えてくださいます。特に
専任教員の先生は親身になって一緒に考えて下
さったり、解説が詳しい教材を見せてくださっ
たことでより知識を深めることができました。
そして、いつも私の心と体を気遣い全面的に支
えてくれている家族に感謝しています。この気
持ちを忘れず、国家試験合格と歯と口の健康を
守るプロフェッショナルになるために、これか
らも努力を続けてまいります。
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　この度、学業奨励賞をいただき、大変嬉しく
思っております。このような賞をいただけたの
は、教員の先生方、講師の先生方、同じ夢に向
かう仲間たち、家族の支えのおかげであり、感
謝の気持ちでいっぱいです。
　私は中学生の時、歯並びが悪いことをコンプ
レックスに感じ、歯を見せて笑うことができま
せんでした。そんな中、両親の勧めで矯正治療
を始めることになりました。治療を始める前ま
では、歯科医院に行くことがほとんどなく、最
初は何をされるのか分からず、期待より恐怖心
の方が強かったのをよく覚えています。しか
し、歯科衛生士の方々が器具を見せながら丁寧
に説明してくださったり、色々な場面で私に寄
り添い、笑顔で励ましの言葉をかけてくださっ
たおかげで恐怖心が軽減し、安心して治療を受
けることができました。私はその中で初めて歯
科衛生士という職業を知り、憧れと興味を持ち
ました。オープンキャンパスに参加すると、歯
科衛生士は患者さんの口腔だけでなく、全身の
健康を手に入れるための大切な役割を担ってい
ることを知り、より憧れの気持ちが強くなりま
した。これらの経験から、私は専門学校に入学
し患者さんから信頼される歯科衛生士を目指そ
うと考えました。
　入学して間もない頃は聞き慣れない専門用語
が多く、たくさんの教本を見て授業についてい
けるか、単位修得試験で合格できるか不安で
いっぱいでした。しかし、教員の先生方、講師
の先生方は私たちが理解できるように絵や動画
などを用いて分かりやすく講義されており、授
業前は理解できていない所を理解できるまで教
えてくださりました。また学内実習も始まり、
実技試験前は放課後などの空き時間に自主練習
を行い、先生にもご指導をいただきました。

学業奨励賞をうけて

第51回生　宮下　真菜

　一年次では座学が中心でしたが、二年次では
プレ臨床実習、小集団指導などの臨地・臨床実習
が始まり、座学だけでは学べないことを学び刺激
を受けました。たくさんの単位修得試験に嫌にな
ることもありましたが、同じ夢を持つ仲間たちと
励まし、支え合いながら乗り越えてきました。
　試験前の勉強は、試験が始まる一週間前から
行うようにしていました。平日は学校から帰っ
てくると眠たくなってしまい集中力が続かない
ため、早起きし、家を出るまでの時間と、登下
校の電車の中で勉強をしました。休日も朝早く
起きて勉強するようにし、夜遅くまでせず翌日
に備えて睡眠時間を確保するようにしました。
私はノートに書いてまとめるという方法では、
あまり頭の中に残らず忘れてしまうため、音読
しながら暗記するようにしました。学校では、
友人たちと問題を出し合ったり、教え合ったり
することで理解を深めました。
　学院での生活も残り僅かとなり、臨地・臨床
実習が終われば国家試験があります。51回生全
員が合格できるように切磋琢磨し、卒業後は子
供から高齢者まで様々な方の口腔の健康を保
ち、患者さんから信頼される歯科衛生士になる
ために精進していきます。この度は本当にあり
がとうございました。
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Ｑ：本日は今年度本校に入学された、社会人経
験者の中から 5 名の方にお集まりいただき
ました。入学して 3 ヶ月が過ぎました。現
在の感想はいかがですか。

Ｉ：久しぶりの学生生活
で、環境が変わって体
が慣れるまで時間がか
かりました。楽しく過
ごしています。

Ｋ：勉強は大変だけど、同じように社会人経験
者の友達がいて安心しました。

Ｓ 1 ：友達ができるかが心配でしたが、社会
人がいてお互いに問題を出しながら勉強した
りして楽しく過ごしています。

Ｓ 2 ：勉強面が不安でした。歯科助手経験が
あるので、分かる所もあれば久々の勉強で難
しい所もあります。社会人の人がいるので助
けてもらいながら過ごしています。今後も協
力しながら頑張っていこうと思います。

Ｓ 3 ：歯について勉強できることがめちゃく
ちゃ楽しいです。現役生とは年齢も違うので
話ができるか、友達ができるか不安でしたが
安心しました。

Ｑ：この中で歯科助手の経験がないのはＳ 1
さんだけですが、他職種から歯科衛生士を目
指そうと思われたきっかけは何ですか。

Ｓ 1 ：介護の仕事をし
ていた時に入居者さん
で、全部自分の歯でむ
し歯もなく食事ができ
ていた方が、自分では
ケアできなくなり介護

者がケアすることになりました。介護者の人
材不足もあり、むし歯ができてしまった時に
力不足を感じ知識を学びたいと思いました。

Ｑ：多くの歯科衛生士学校がある中で、本校を
選んだ理由は何ですか。

Ｓ 1 ：歯科医師会会立なので、最前線の知識
を知ることができると思いました。

Ｑ：他の方は歯科での勤務経験がある方です
が、どんなきっかけで歯科衛生士になりたい
と思いましたか。また、 3 年間の期間につ
いてはどう思われますか。

Ｉ：歯科助手だと限られた範囲の業務しかでき
ません。直接のきっかけは院長先生の薦めでし
た。人生で見ると 3 年は短いと思っています。
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Ｓ 2 ：最初に「歯科衛
生士の学校に行ってみ
ないか」というお話を
いただいたのは、前に
勤務していた院長先生
からで、26・27歳ぐら
いでしたがお断りしま
した。歯科で働き続けていると「やっていた
らよかった」と心残りがありました。新しい
職場に変わった院長先生からも薦めていただ
き、年齢的にも最後のチャンスだと思い決心
しました。本校の 3 年生が同じ職場にいたの
で本校に決めました。

Ｓ 3 ：友人に本校の卒業生がいたことと、医
院の歯科衛生士さんも本校の卒業生でした。
院長先生から学校を薦められましたが 3 年が
長いと感じ、学校に行かなくても取得できる
歯並びコーディネーターという資格を取得し
ました。しかし、基本的な知識がないことに
もどかしさを感じたことと、口腔内を触りた
いと思ったのがきっかけです。

Ｋ：いろいろな仕事を
しましたが、歯科助手を
経験して歯科が向いてい
ると思いました。歯科助
手だとできることが限ら
れるので、続けるなら歯

科衛生士として幅広く業務に携わりたいと思
いました。以前に勤務していた医院の歯科衛
生士さんが、30代で本校に入学した人だった
のでお話を聞き自分で決めました。

Ｑ：本校の校則について、現役生からは厳しい
という意見がありますが、社会人経験者とし
てはいかがですか。

Ｓ 2 ： 3 年間だと思う
とそこまでは思わな
いです。

Ｋ：専門学校だから大
学とは違うのかなと
思います。

全員： 3 年間なら頑張れます。

Ｑ：教員の接し方はいかがですか。

全員：先生方はみんな優しいです。

　本校の専任教員は面倒見がいいです。教員は
学生の様子をいつも見ているので信頼してくだ
さい。また機会がありましたらご意見を聞かせ
ていただきたいと思います。本日はありがとう
ございました。
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　私が兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学
院に入学して良かったことは主に 2 つありま
す。 1 つ目は歯科衛生士になるために国家試験
のためだけではなく、医療人としても成長して
いくためのカリキュラムがあることです。ホス
ピタリティ学やペン習字など、国家試験対策と
は違い、社会に出ていくに向けてとても重要な
カリキュラムです。他の学校にはない本学院の
大きな特徴の 1 つであり、一度は学んでおきた
い魅力的なカリキュラムだと思いました。実際
にこれらを受講してみて無駄だと思ったものは
1 つもなく、むしろ歯科衛生士を目指すわれわ
れにとって必要不可欠だと感じました。また、
本学院の特徴として iPad を使用する現代に適
した勉強法を用いており、学院内だけでなく家
庭学習も効率良く行うことができるので、最高
の学習環境が整っている中で歯科衛生士を目指
すことができます。

2 つ目は先生と友達に恵まれているというこ
とです。高校とは違い、同じ年齢の兵庫県の人
だけではなく、地方の人、年齢が違う人、一度
社会を経験している人など様々な人が集まるた
め、不安な人が多かったかもしれません。しか
し、集まってみると年齢や地方の壁があまり見
られず、今まで過ごしてきた環境が違う者同士
でも意気投合し、和気藹々とした良いクラスに
なったのではないでしょうか。また先生とのコ
ミュニケーションをとる機会が多く、実技試験
の練習時もみんな平等にコツを教わることがで
きるように、生徒一人一人丁寧に教えて回って
くださったり、新型コロナウイルスが流行して
いる中、不安を抱える生徒に対しても優しく丁
寧に対応してくださいます。実際に、私が感染

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に入学して

第53回生　川村　碧未

してしまった時、不安でどうしたらいいのか分
からなくなっていたけれど、先生が一つ一つの
手順を丁寧に教えてくださり、とても助かった
し、冷静に対応することができました。どんな
場面でもしっかりサポートしてくださる先生方
と、同じ目標を掲げて頑張れる大好きな仲間が
いる本学院は、人にも環境にも恵まれていて、
歯科衛生士を目指す者に最も適した学校だと言
えるでしょう。
　本学院に入学して約半年経ちますが、入学し
て本当に良かったと思います。カリキュラム数
が多く、単位修得試験に追われ大変な時期もあ
りますが、将来の自分のためだと思い、人と環
境に恵まれたこの場所でみんなで同じ目標に向
けて後悔のないよう勉学に励み、 3 年間でそれ
ぞれが目指す歯科衛生士の理想の姿に少しでも
近づけるように諦めずに頑張りたいと思いま
す。先生や講師の方々の指導の下、 2 年後国家
試験を目の前にした私たちの姿がどうなってい
るのかとても楽しみです。
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　兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に
無事入学し、半年が経ちました。新たな環境で
過ごし、歯科衛生士になるための専門的な勉強
も始まり不安もありましたが学校生活にも慣れ
てきました。
　私が歯科衛生士になりたいと志望したきっか
けは、高校卒業後すぐに始めた歯科医院でのア
ルバイトをしているときに人の健康に携われる
歯科衛生士という職業に興味を持ち、いつの時
代にも必要とされ一生資格を人のために活かす
ことができることに魅力を感じたからです。
　いざ、この学校に入学し専門的な勉強をして
いくうちに将来自分がなりたい歯科衛生士像が
できました。歯科医院での治療が好きだという
人はあまりいないと思うので患者さんの不安や
恐怖心を取り除ける優しく、頼られる歯科衛生
士になりたいと思いました。そのような将来像
ができた時に三年生の先輩方が歯科衛生士役に
なり、私たち一年生が患者役になる三年生指導
が行われました。本当の歯科医院で行う問診や
ブラッシング指導などをしていただきました。
初めての実習ということもあり緊張をしてい
ましたが、優しく丁寧に指導していただきまし
た。この三年生指導を通して患者側と歯科衛生
士側どちらのことも学ぶことができ、とてもい
い経験をすることができました。
　私は、短期大学卒業後に当学院に入学したの
で同じ年の同級生も少ないだろうと思い入学前
は同級生と仲良くできるのかとても不安でした
が、年齢が違っても仲の良い友人もでき楽しく
学校生活を送ることができています。また違う
クラスでも仲のいい友人もできました。もっ
と色々な人と仲良くなりたいと思った時に役
員決めがあり、私は衛生自治委員に立候補しま
した。衛生自治委員では、学年合同レクリエー
ションという大きな仕事がありとても大変でし
たが学年全体の団結力が深まり53回生みんなが
仲良くなって欲しいと思い、頑張りました。レ
クリエーションを機に「違うクラスの友達が増
えた」「景品もあり楽しかった」など、同級生

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に入学して

第53回生　藤浦　ひなの

から嬉しい声がたくさん届き頑張ってよかった
と心の底から思えました。
　衛生自治委員になり、入学後間もなかったの
で大変なことも多かったですが立候補して良
かったと思います。入学前不安に感じていた同
級生と仲良くできるかということはいつのまに
か解消され今では仲のいい同級生がたくさんで
き幸せです。
　当学院に入学し半年経ちますが、あっという
間の半年間でした。今までの大学生活とは違い、
校則が厳しかったり単位修得試験が多かったりと
毎日が忙しく感じますが、とても充実した毎日を
過ごせています。それは毎日熱心に丁寧に指導し
てくださっている先生方や、仲良くしてくれてい
る同級生の支えがあって毎日が楽しく充実して過
ごせているのだと思いました。二年生になった
ら、校外実習が始まり三年生になると臨床実習も
始まります。今以上に忙しい日々が待っていると
思うと不安の反面、歯科衛生士になる日が近づく
という楽しみな面もあります。
　53回生みんなで協力をし、国家試験を無事合格
し卒業したいと思います。初めて看護衣に袖を通
した日の気持ちが昂った瞬間を忘れずに、憧れの
歯科衛生士になれるように日々勉学に励み卒業ま
で後悔なく過ごせるように努めたいと思います。
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　私は今回、歯周病予防処置の 3 年生指導とい
う実習で沢山のことを学ぶことができました。
3 年生の先輩の患者となって、施術してもらう
実習です。

1 回目は、医療面接、う蝕活動試験、バイ
タル測定をしてもらい、その後に口腔内を見
てもらいました。医療面接では歯に関するこ
とだけでなく、日頃から食べているものや家
族のことなど様々聞かれました。う蝕活動試
験では、スポイトで唾液を採取し、口腔内細
菌について調べてもらうことができました。
実際に診療が始まると、診療台までスムーズ
に誘導してくださり、最初に口腔内写真を撮
影してもらいました。器具を口腔内に入れ
る時には優しく声をかけていただき、少し
怖かった気持ちがとても和らぎました。患者
の立場になって考えることはとても大事なこ
とだと学ぶことができました。口腔清掃指導
では染色を行い、鏡で自分の歯を見ながらプ
ラークが近心、遠心、中央のどこに付着して
いるかを確認し、どのように歯磨きをしたら
良いか具体的に教えてくださいました。顎模
型を使って分かりやすく丁寧に説明してくだ
さったのを覚えています。他にも歯の動揺度
や歯肉の弾性など色々な検査をしてください
ました。施術中も少し痛みが出るかもしれな
いことは事前に教えてくださり、とても気楽
に施術を受けることができました。患者さん
を不安にさせないという配慮はとても大事だ
と感じました。

2 回目の 3 年生指導でも、最初は医療面接とバ
イタル測定をしていただきました。そして 3 年生
が手書きで書いてくださった指導チャートをいた

3 年生指導を終えて

第53回生　藤澤　陽花

だきました。私に合った歯の磨き方や付着してい
たプラークのことが具体的に示されており、とて
もためになる内容で、嬉しかったです。口腔内を
見ていただいた際にも 1 回目より細かく丁寧にど
んな磨き方をしたら汚れが落ちやすいか、このブ
ラシがおすすめなど沢山のことを教えていただき
ました。歯磨き指導は患者さん 1 人 1 人で歯の状
態も違うため、その方にあった方法で導いてあげ
ることがとても大切だと感じました。私も様々な
ブラッシング方法を覚えて歯科衛生士になったと
きにしっかり患者に合った指導ができるように
したいです。最後には 1 回目の時にはなかったス
ケーリングをしていただき、歯石もとっていただ
くことがでました。私が不安にならないように
ずっと声をかけてくださって、とても安心したの
を覚えています。私も先輩のように患者さんに安
心して施術を受けてもらえるような歯科衛生士に
なりたいです。
　今回の実習を通して患者役として感じたこと
を覚えておき、自分が 3 年生になって施術する時
に役にたてたいと思います。そのために、今から
しっかり技術を学んでいこうと思っています。
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　私たち53回生は令和 4 年 7 月 6 日に今回初め
て研修旅行に行きたくさんのことを学びまし
た。ある程度慣れてきたクラスのメンバーと、
普段とは違うことを学びに行くという新鮮で楽
しい時間を共に過ごすことができ、素敵な思い
出ができたと感じました。
　午前中は株式会社モリタ製作所へ行き、チェ
アーを見学しました。私は最初あまり興味がな
く、チェアーはどこも同じだと思っていたので
すが、実際に見学してみると全然違いました。
普段よく見かけるチェアーでも様々な種類や
形・色があり、また歴史や作り方などを学び見
学していくうちに興味が湧いてきました。チェ
アーは昔から形を変化させながら今の形に辿り
着いたことを学び、様々な工夫を重ねた結果患
者さんも術者も座りやすく施術しやすい形に
なっていて、とても考えて作られている事が分
かりました。普段では見ることができない工場
や最新の機器、展示室、資料室などを見たり、
実際に触らせてもらえたりしたのでみんなも楽
しそうに見学している様子でした。
　見学が終わり Kiyomizu 京都東山でテーブル
マナー講座を受けた際には、カラトリーの順番
や置く方向などはもちろんですがテーブルマ
ナー以外のことも学ぶことができました。また
A・Bクラスが混ざりあった座席だったため普
段話したことのない人と交流することができ、
楽しみながらテーブルマナーを受けることがで
きました。ナプキンの使い方や畳み方などを分
かりやすく説明してくださったり、クイズ形式
にして楽しく学びながら食事を味わうことがで
き、とても貴重な体験になりました。テーブル
マナーの終わりに行ったレクリエーションでは
私たち研修旅行委員が様々な案を出し合い、考
えて○×ゲームを準備しました。みんな楽しん
でくれるだろうか、しっかりと司会ができるだ
ろうか、積極的に参加してくれるだろうかなど
心配なことが沢山ありました。司会をするのは

1 年次研修旅行を終えて

第53回生　森　　優光

凄く緊張していましたが、いざマイクを持って
話し出すと意外と緊張は解けました。私が思っ
ていたよりも盛り上がっていてみんなが楽しそ
うに協力しあいながらゲームに参加しているの
を見るととても安心し、頑張って準備してきて
よかったと、とても達成感を感じました。
　午後からは、丸益西村屋で友禅染体験をしま
した。色が混ざらないように塗ったり、柄を決
めたりするのは凄く時間がかかり大変でした
が、友達と話し合いながら柄を決めたり、絵の
具の渡し合いや雑談をしながらの友禅染はとて
も楽しくいい体験となりました。
　入学してから初めての研修旅行は、緊張と楽
しさがありました。普段ではなかなか体験でき
ない友禅染やチェアーの見学ができ、沢山の知
識が増えてとても実りある研修旅行だったと感
じました。

1 年生後半は試験もたくさん増え、やらなけ
ればいけないことが増えて勉強に追われること
になると思いますが、私 1 人ではきっと乗り越
えていけないと思います。毎日周りの友達に助
けられながら学校生活を送っています。この53
回生のメンバーで楽しく勉学に励み、助け合い
ながらこれからの試験などに取り組んでいき、
今の時間を大切にしていきたいと思います。
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4 月11日から10日間、長田区の医療法人海羽
会かもめ歯科へプレ臨床実習に行ってきまし
た。かもめ歯科は歯科医師、歯科衛生士、歯科
助手の他に看護師も勤務されています。訪問診
療も行っておられ、幅広い年齢層の方が通院さ
れる地域に密着した歯科医院でした。
　はじめての臨床実習で楽しみな面もありまし
たが、歯科医院でのアルバイト経験もなく、私
の浅い知識で臨床実習を乗り切ることができる
のかと不安な気持ちのほうが大きかったです。
でも、貴重な機会を無駄にすることのないよう
積極的に取り組もうという前向きな気持ちで臨
床実習に挑みました。実習初日は帰宅してから
記入する実習日誌の情報を集めることで頭が
いっぱいだったので、自ら考えたりする余裕な
どはなく、術式をメモすることに必死になって
いました。日が経つにつれ術式がわかるように
なり、パスの仕方、患者様の様子などにも目を
向けることができるようになりました。
　かもめ歯科では見学だけでなく実習初日か
ら、患者誘導、チェアー準備、バキューム、ラ
イティングを実習させていただきました。術者
の邪魔にならないようにバキュームの操作をし
なければならないと思い、意識して操作をして
いるとライティングを忘れてしまうなどして、
スムーズに補助を行うことができませんでし
た。正しく吸引できておらず、患者様に負担を
かけてしまうこともありました。スムーズに施
術を進めていくには技術はもちろんですが、一
箇所だけを見るのではなく全体を見て動くこと
が必要だと学ぶことができました。患者様ごとに
口腔内も違ってくるので、型にはまらず臨機応変
に対応できるようになりたいと思いました。

プレ臨床実習で学んだこと

第52回生　鈴木　菜見子

　10日間で歯周検査の記録、歯面研磨、フッ化
物歯面塗布、問診、TBI、石膏注入、セメント
練和、CR の補助などたくさんのことを実習さ
せていただきました。
　院長や歯科衛生士の方々は何故この方法なの
か、何故この器具を使用するのかなど、お忙しい
なか教えてくださったので知識を深めることがで
きました。教本だけではわからないことも、実際
に見学したことでイメージがしやすくなり、以前
より授業が頭に入りやすくなりました。
　かもめ歯科の歯科衛生士は歯科医師に信頼さ
れており、高度な技術がいる施術も任されてい
たことが印象に残っています。信頼関係が成り
立っていて長年のチームワークを感じ取ること
ができました。その様子をみて、歯科衛生士は
大きな責任があり、とてもやり甲斐のある仕事
だと改めて思うことができました。
　今回の実習で歯科衛生士の業務内容を理解す
ることができ、学校では経験できない貴重な経
験をさせていただきました。患者様への配慮や
補助の仕方などたくさんのことを学ぶことがで
きたので感謝の気持ちでいっぱいです。今回学
んだことを今後に活かせるように、これから
もっと頑張ります。
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　私は、 4 月にプレ臨床実習として10日間、医
療法人社団あらた歯科クリニックに行かせてい
ただきました。初めての臨床実習ということ
で、分からないことが多くあり、緊張と不安な
気持ちでいっぱいでした。しかし、先生や歯科
衛生士の方が優しく教えてくださり、日を重ね
るたびに、徐々に緊張もなくなり、多くのこと
を学ぶことができました。
　具体的には、施術の見学、カウンセリングの
見学、印象練和、石膏、セメント練和、定期検
診の体験など多くのことを学ばせていただきま
した。
　医療法人社団あらた歯科クリニックでは、
様々な分野の診療をされており、幅広い年齢層
の方が来院され、患者さん 1 人 1 人のニーズに
親身に取り組む姿が印象的でした。
　私の今回の実習課題は、「少しでも多くのこと
を吸収すること」でした。歯科医院でのアルバイ
ト経験も無く、これまで習得してきた知識と技術
で大丈夫なのかという不安などもありました。初
日は、施術内容や、使用した器具などをひたすら
メモを取るのに精一杯で、周りなど見る余裕もあ
りませんでしたが、お忙しい中、先生や歯科衛生
士の方が優しく丁寧に教えてくださり、まだ学内
で習得していない施術内容や流れや器具などの
理解を深めることができました。 2 日目以降は
徐々に緊張も無くなり、積極的に質問や施術の
見学を行い、多くのことを吸収したいという一
心で取り組みました。
　また、 2 年生で習う義歯やインプラントの
症例も見学させていただきました。教本で習
得する知識に加え、実際に見学することでリン
クさせることができ、理解を深めることができ

プレ臨床実習で学んだこと

第52回生　松下　ななみ

ました。インプラントの症例では、あらた歯科
クリニックでインプラントをされた患者さんの
大変喜ばれている様子や先生や歯科衛生士の方
にとても感謝されている様子を見学させていた
だき、私まで嬉しい気持ちになりました。そし
て、退室される際には、私にまで「頑張って
ね」と声をかけてくださり、歯科衛生士の仕事
の魅力ややりがいを臨床現場で体験することが
できました。
　一番心に残っていることは、患者さんの笑顔
です。歯科医院には、患者さんそれぞれが様々
な悩みを持って来院されます。それに対して親
身に対応し治療後の姿を患者さん自身が鏡で見
た際の喜ばれる姿を目の当たりにし、口腔の健
康を通して、患者さんの笑顔や健康を守れる職
業だということを身に染みて学ぶことができま
した。
　今回のプレ臨床実習では、知識不足や技術
不足を認識することができ、多くの反省点や
課題を見つけることができました。それと同
時に歯科衛生士になる為に、学内で新たな知
識や技術を身につけ、学びたいと改めて思う
ことができ、自分自身を高めることができた
実習でした。緊張していた私に優しく教えてく
ださった先生や歯科衛生士の方にはとても感謝
しています。とても貴重な10日間の実習となり
ました。来年の本実習では、今回の経験を土台
に多くの知識や技術を身につけ成長した姿を見
ていただけるよう頑張りたいです。
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　私は歯と口の健康週間で幼稚園班を担当しま
した。 1 年生の後半から準備を始めましたが、
幼稚園班では媒体のぬいぐるみを 1 から全て作
成しなければならなく、初めはどのように作れ
ばいいのか全くわからず戸惑いましたが、みん
なで力を合わせて試行錯誤し 6 体の人形を作る
ことができました。他にも台本や背景、小物な
ど準備するものが多く小集団指導が始まる前に
全て作成できるのかとても不安でした。
　私の班では、動物を題材とした劇にすること
にしましたが、なかなか進まず、年齢差がある
グループの中で意見がぶつかることもあり、こ
のままで大丈夫なのかなと思うこともありまし
たが、何度も子供たちに何を伝えたいのか話
し合いをすることで、お互いが納得する形の
ものを作ることができました。全ての準備が終
わり、劇の練習に入りましたが、20分の劇の中
で台詞の量や人数が多いため、次に誰の台詞な
のかなど覚えることに苦戦しました。台詞ばか
りに意識がいってしまい、媒体を動かすことを
忘れてしまうため、教員に何度も注意を受けま
した。練習していくなかで、準備が足りていな
かった媒体や改善点がたくさん出てきました
が、何度もやり直すことでより良いものに近づ
いていきました。
　私は、正直子供が苦手だったので、子供に優
しく分かりやすく教えることができるのか不安
でした。ですが、いざ小集団指導が始まるとす
ごく緊張しましたが、子供たちの反応がとても
良く、人形劇にもブラッシング指導にも元気に
真剣に取り組んでくれて、すごくやりがいを感
じることができ、嬉しかったです。
　ブラッシング指導では歯ブラシの持ち方が分
からない子供たちがたくさんいて、一人一人教
えてあげたいのですが、時間の都合上できない
ため、歯ブラシにシールをつけるなど効率よく

歯と口の健康週間を終えて（幼稚園班）

第52回生　梶師　沙耶

集団に指導できる工夫を取り入れて実践しまし
た。反省会では、幼稚園や保育園の先生方から
のアドバイスをいただき、教員や班員と何度も
話し合うことで、日に日にクオリティが上がっ
ていきました。
　たくさんの幼稚園や保育園に実習に行き、私
たちは何度も同様の小集団指導をしますが、子
供たちにとって歯のお勉強ができるのは 1 回き
りなので、この時間を大切にしようと思う意識
が強くなりました。初めは、不安ばかりでした
が後半になるにつれ達成感などやりがいを感
じ、凄く楽しいものになっていきました。班員
とも上手くコミュニケーションが取れるように
なり、それぞれの得意なものを活かしお互いを
カバーできるようになりました。
　私はこの小集団指導を通して、班員とのコ
ミュニケーションとみんなで協力することの
大切さを学びました。一人一人が、より良いも
のにしようと思えることで、それぞれの意識も
高まり成長できたと思います。また、臨機応変
に対応することの難しさを知ることができまし
た。また、子供に指導する難しさも学べたため
臨床では子供と信頼関係を築き、今回の実習で
学んだことを活かしていきたいと思いました。
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　小集団指導で私たちのグループは小学 3 年生
を担当しました。まず初めに年齢に応じた内容の
台本作りや劇で使用する媒体のキャラクターな
ど、どう工夫すれば20分間飽きることなく聞いて
もらえるのかを考えることから始めました。キャ
ラクターはドラえもんに決まり、台本を考える人
と媒体を考える人とで分かれて作業しましたが連
携が取れておらず、話が食い違ったりすることも
ありました。班のメンバー一人一人が自分の仕事
に責任を持ち、今日行ったことを随時報告し合う
ことで、お互いの相違がなくなり、うまく連結し
ながら進めていくことが大切だと感じることがで
きました。本格的に媒体を作成する頃には空き時
間や放課後を使って少しでも進めるよう努力し、
いつまでに何を終わらせるか計画を立てて、連絡
し合いました。しかし、どれだけ頑張って進めよ
うと思っていても、予定通りに作業が終わらず、
作成する媒体の多さに日が経つにつれ不安が大き
くなっていきました。また、台本もなかなか完成
しなかったため、作った媒体がいらなくなり、新
しい媒体を作らなければならなかったりと、思い
通りにはいきませんでした。何をどう進めればい
いのかわからなくなることもありましたが、副班
長をはじめ班のメンバーが追加の材料や媒体リス
ト作成など、協力してくれたため、無事台本も媒
体も作り終えることができました。
　そして、いよいよ劇を通しての練習が始まりま
した。物語は歯磨きをサボっていたのび太がう蝕
になり、ドラえもんとタイムマシンに乗って歯科
医院に行かなかった場合と行った場合の20代、50
代、80代ののび太を見に行き歯を失うとどうなっ
てしまうのかを勉強するという物語です。媒体を
作り終えたのが予定より押してしまい、台本もな
かなか覚えることができず本番まで時間がなく焦
ることもありましたが先生方に協力していただ

歯と口の健康週間を終えて（小学生班）

第52回生　櫻井　綾乃

き、練習の回数を重ねることでスムーズに行うこ
とができました。

6 月に入り小集団指導が始まりました。実際に
小学生の前に立つと緊張して練習の時のようにス
ムーズに行うことができませんでした。ですが劇
を始めていくと自分が想像していた以上に媒体や
クイズに反応してくれて、緊張がほぐれいつも通
り進めることができました。ですが問題点は多く
反省会で多くの反省点が出てきました。私たちは
何回も小集団指導を繰り返しますが、小学生に
とっては一回限りなので準備をスムーズに行い劇
に余裕を持たせ、歯磨き指導の時は一人一人に寄
り添いながら指導を行いました。回数を重ねてい
くうちにアドリブも入れられるくらい上達してい
き、毎回予想以上の反応をくれるのでとても楽し
く達成感のある小集団指導になりました。
　この小集団指導を通して、周りをよく見て行動
するということが身についたと思います。 1 年生
の終わり頃から始まり 6 月の後半までと期間は長
かったですが、小学生に伝えるだけでなく小学生
から教わったことも多い有意義な時間を過ごすこ
とができ、自分を成長させることができました。
このことを、今後の臨床実習や生活に活かしてい
きたいです。
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6 月の歯と口の健康週間では、高齢者施設で
『サザエさん』を題材に「波平、お口が大ピン
チ」という人間劇をさせていただきました。高
齢者班は他の小学生班や幼稚園班とは違い、学
年で 1 グループしかありません。また、新型コ
ロナウィルス感染拡大予防のため、昨年の高齢
者班の学内発表を見ることができていませんで
した。そのため、学内で学んだ知識や今までの
先輩の台本を基に、想像上での作業が続きまし
た。 1 年生の冬から準備を始め、担当の先生に
何度も打ち合わせや訂正をしていただき、形に
なった時はとても嬉しかったです。昨年同様、
コロナ禍ということもあり、片手で数えるほど
しか施設にお伺いができず、発表が行えません
でした。しかし、その中でも楽しみにしてくだ
さっている高齢者の方々や施設の方々の期待を
裏切らないよう、何度も班員と話し合い、修正
を重ね、より良いものを届けようと私たちなり
に工夫をして実習に励みました。
　実習の中で私たちの課題となったのは、聞い
てもらう、見てもらうのではなく伝えることで
す。高齢者の方々と親密な接点が少ない私たち
は、高齢者の方々がどのような問題を抱えている
のか、どれくらいの日常生活自立度かなどを把握
し理解する必要がありました。劇の声の大きさや
速さ、話すトーンやテンポ、媒体の動かし方や身
振り手振りなどは最後の最後まで修正や話し合い
を重ねました。20分の劇の中で何が 1 番大切なの
か、私たちが特に伝えたい所はどこなのかを考え
ました。皆で考えた結果、通常より大きな媒体を
作ったり、印象的な小道具を使用したりして、で
きればできるだけ高齢者の方々の記憶に残るよう
な劇になるよう努めました。
　また、劇中では「パタカラ体操」を入れ、高
齢者の方々、施設の方々に一緒に参加をしてい

歯と口の健康週間を終えて（高齢者班）

第52回生　干場　日葵

ただく事で、一つの劇を作り上げていただくよ
うな演出にしました。パタカラ体操は普段から
施設で行われているようで、みなさんご存知で
ほとんどの方が参加して下さいました。
　今回の実習を通して、私はたくさんのことを
学び、吸収することができました。私たちの班
は、メンバーの入れ替わりや役の入れ替わりが
あり、常に時間に追われていて常にグループ内
の雰囲気が不安定な状態でした。しかし、各担
当関係なく、班員全員で協力してこの劇を作り
上げることができたことが、何よりもこれから
の糧になったと考えます。また、みんなで過ご
す時間が増えるにつれて、協調性が生まれ、毎
日の反省会もそれぞれが意見することができた
り、施設の方、先生からの意見・指摘に一喜一
憂したりして、とても素敵なグループになりま
した。
　最後に、今回の歯と口の健康週間での実習
は、これから歯科衛生士を目指す上で私たちに
とって、とても素敵な経験になりました。現在、
高齢化社会が進む中で、これから先高齢者の方々
と接する機会が増えると思います。そんな時に、
今回学んだことが発揮できるように意識して、学
校生活を過ごしてしていきたいです。
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　私は「歯と口の健康週間」行事として 6 月 5
日に川西市歯科医師会「歯と口の健康フェア」
で実施された市内の無料歯科健診に参加させて
いただきました。
　無料歯科健診では、歯科医師による歯科健
診、歯科相談、ブラッシング指導が行われまし
た。その中で、私は主に患者誘導、チャート記
入、ブラッシング指導などをさせていただきま
した。
　チャート記入では、歯科医師が診査したこと
を正確に記入する必要があるので、診断結果を
聞き逃さず、記号を正しく記入することが大変
でした。
　特に学んだことは、歯科衛生士さんによるブ
ラッシング指導です。ブラッシング指導は、患
者さんとコミュニケーションをとり、信頼関係
を築いたうえで、それぞれの患者さんの口腔内
状態に適した方法を指導しなければいけない歯
科衛生士にとって非常に重要な役割の一つで
す。今回は、主に 4 つの清掃方法の見学と指導
をさせていただきました。

1 つ目は、スクラビング法です。この方法
は、臼歯部頬側面の歯頚部付近などに付着して
いるプラークを除去するために指導されていま
した。

2 つ目は、バス法です。歯磨きの際、ブラッ
シング圧が強く知覚過敏を引き起こしている患
者さんが多く見受けられました。原因の一つと
して利き手ではない反対側を磨く際にブラッシ
ング圧が強くなるという傾向があるとのことで
した。その場合は、歯ブラシの毛先を歯肉溝に
向け、45度の角度であてて軽く振動させるよう
に磨くという指導でした。

歯と口の健康週間を終えて（イベント）

第52回生　浅見　うらら

3 つ目は、一歯ずつの縦磨き法です。これ
は、叢生の患者さんに対してブラシの角度を叢
生具合に合わせてその都度変えながら一歯ずつ
磨く方法でした。

4 つ目は、補助的清掃用具の指導です。叢生
やクラウンを装着している患者、または口を大き
く開けることが困難な患者に対しては、デンタル
フロス・歯間ブラシを指導されていました。ホル
ダータイプのデンタルフロスでは臼歯部までしっ
かり届かず食物残渣やプラークが残ったままに
なってしまうため、指巻き法で行う指導や、患者
さんの歯列や歯間空隙に応じてＬ字型・Ｉ字型の
歯間ブラシを指導されていました。そうすること
で、歯ブラシだけでは困難な食物残渣やプラーク
を除去することができます。
　今回、見学や指導をさせていただいて、歯科
衛生士が患者さんの口腔内状態を把握したうえ
で、口腔内環境をきれいに保てるように指導す
ることは、患者さんの口腔内を一時的にきれい
にするだけではなく、全身の健康を左右すると
いうことも患者さんに伝えなければならないこ
とだと思いました。そのために、患者さんの生
活背景を捉え、ひとりひとりに合った歯ブラシ
の選択をして、その方に適したブラッシング方
法を伝え、理解してもらえるような、コミュニ
ケーション能力や基礎知識が必要であることを
実感しました。
　来年の臨床実習では、今回学んだことを活か
せられるように、これからの臨床科目や相互実
習など、日々の勉強に真摯に取り組んでいきた
いと思います。
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　私たち52回生は、コロナ禍ではありましたが
先生方のサポートのもと、研修旅行に行く事が
できました。この度の研修旅行では、貴重な体
験と素敵な思い出をたくさん作ることができま
した。

1 日目は、白水貿易株式会社では見学・実習
を通して多くのことを学ばせていただきまし
た。歯周病菌の検査、表面麻酔の体験、シャー
プニング・パナジル印象体験、カールツァイス
ルーペ・マイクロ体験の 4 つの実習を準備し
てくださっており、特に印象に残ったのは表面
麻酔の体験とカールツァイスルーペ・マイクロ
体験でした。表面麻酔の体験では、少量の麻酔
薬を舌尖に塗布しその感覚を体験しました。効
果に個人差はありますが、私は塗布直後からピ
リピリとした感覚と苦味を感じ、とても不快に
思いました。10分程度で感覚は戻りましたが、
実際に体験することで即効性や効力など麻酔に
ついて深く知ることができました。表面麻酔は
局所麻酔前の針を刺す際の痛みを和らげるもの
で、患者さんの緊張感や恐怖心も和らげること
につながるため、必要なものではありますが使
用する際には十分な注意と患者配慮が必要だと
学びました。カールツァイスルーペ・マイクロ
体験では微細な部分まで観察でき、根管内の㎜
単位までハッキリ確認できました。優れた機能
を持つ機械で想像以上の光景を見ることがで
き、更に歯科に対して興味がわきました。

2 日目は、みんな楽しみにしていたユニバー
サルスタジオジャパンに行きました。昼は特別
パーティーに参加し、目の前で行われるショー
を見ながら食事ができ夢のようなひと時でし
た。普段とは違う雰囲気の中で友人との距離を

2 年次研修旅行を終えて

第52回生　西川　眞麻

より近く感じられ、とても新鮮で忘れられない
思い出となりました。日常生活では学業を中心
に試験勉強や提出物に追われ余裕がなく、周り
を見る事ができていませんでしたが、校外に出
て一緒に過ごすことで、同じ目標に向かって頑
張る仲間の存在に支えられていることを改めて
知り、人としても歯科衛生士としてもサポート
し合うことの大切さを学びました。
　これからまだまだ学内実習や試験、さらには
臨床実習も控え、今まで以上に余裕がなくなり
落ち込む時があるかもしれませんが、研修旅行
での思い出を胸に頑張ろうと思います。今回の
研修旅行では、たくさんのことを学び充実した
大切な時間を過ごすことができました。これも
先生方のサポートがあってのことだと思いま
す。先生方の姿を見て、私は周りへの配慮が足
りていないことに気がつきました。卒業するま
でに正しい知識を習得し、的確な判断力と精神
力を身につけ先生方のように、私も患者さんを
サポートしていける歯科衛生士になれるよう頑
張っていきたいと思います。
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　この度、国際ソロプチミストアメリカ日本中
央リジョン大学女子学生・専門学校女子学生支
援金「夢を生きる賞」をいただきました。大変
光栄に思うと同時に、大勢の方が私を応援して
くださると思うと、身の引き締まる思いです。
また、書類提出にあたっては浦出学院長はじめ
教員の先生方にもお力添えをいただき、心より
感謝いたします。
　この賞は、家族に対して経済的扶養責任があ
る者が、専門学校、短期大学、大学に在学し生
活水準を向上させるために必要な技術訓練や教
育を習得しようとしている学生に授与するとい
うものです。私は中学 2 年生と小学 5 年生の子
を持つシングルマザーです。家事、育児をしな
がら歯科衛生士の資格取得を目指しています。
子育てと家事、勉強の両立はとても大変です
が、充実した日々を過ごしています。
　私が資格取得を志した理由は、社会に出て数
カ所の職場で勤務してきた中で、資格があるこ
との大切さと資格がないことへのもどかしさを
感じたからです。歯科医院で歯科助手として働
いていた頃、歯科衛生士さんのように自分自身
が患者さんに直接何かをしてあげられることは
ありませんでした。患者さんに直接関わるとい
うことはその分、責任ももちろん大きくはな
りますが、 患者さんに施術し喜んでいただけ
ている姿や、安心して頼られている姿がとても
格好良く素敵に見えていました。そして次第に
私も患者さんに直接携わる仕事がしたいと思う
ようになり入学しました。最初は家事や育児と
の両立ができるのか、学生生活になじめるか、
勉強についていけるのかなど多くの心配はあり
ましたが、友人と助け合いながら今まで頑張っ
てくることができました。数年ぶりの学生生活
は大変なことも多かったですが、友人が増え一

夢を生きる女性のための教育訓練賞をうけて

第51回生　春名　紀枝

緒に遊びに行ったり、色々な話をして楽しい学
校生活を送ることができています。世代が違う
ことにより、自分では考えつかないような意見
であったり思いを知ることができ、良い経験が
できたので歯科衛生士を目指し入学して良かっ
たと思っています。単位試験や臨床実習で大変
だったことも、今となっては良い思い出です。
　歯科衛生士の資格取得し就職した際は、患者
さん一人ひとりに合わせた指導ができるよう引
き出しをたくさん増やすために、知識と技術を
身に付けていきたいです。そして今は訪問歯科
にも興味があるため、歯科の中でも特殊で専門
的な仕事もしたいと考えています。超高齢社会
の今、患者さんによって抱えられているご病気
や生活環境などは様々なので、その方一人ひと
りに合った歯科衛生介入の提案をし、それが幅
広い活躍に繋がればと考えています。そのため
に 5 年以上の臨床経験を積み、ケアマネジャー
の資格を取得し自分自身もステップアップして
いければと思っています。そして、私が夢と目
標に向かって頑張る姿を子どもたちに見せる事
で、頑張れば目標は達成できるという事を感じ
て欲しいです。学生生活も残りわずかになりま
したが、まずは国家試験合格に向けて勉強に励
み歯科衛生士の資格を取得したいと思います。
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3 年生の 4 ・ 5 月に 2 年間学んだ歯周病予防処
置の最終まとめとして「 1 年生指導」を行いまし
た。 1 年生指導とは、入学して間もない 1 年生に
対して医療面接や歯周基本検査などを通して私た
ち自身がケア計画を立案し、 1 年生に対して実際
に介入を行うものです。私たち51回生が入学した
2020年は、新型コロナウイルス感染症が全世界に
拡大し影響を受けた年で、 4 月10日に行われる予
定だった入学式も実施できず、 5 月から分散登校
や Web 授業が始まりましたが、感染対策として
学内実習の制限などが行われ、それに伴い49回生
の先輩による 1 年生指導も中止となりました。そ
のため私たち51回生は今回の 1 年生指導は何もか
もが初めてのことだったため、皆、手探りで臨む
ことになりました。

1 年生にとっては、入学後学内で初めて歯科
に触れる機会になります。この 1 年生指導を通
して実習とはどんなものかを肌で感じてもらい
2 年後の自分たちの指標として、私たち 3 年生
の良い点も悪い点も今後の自身の学院生活に活
かしてもらいたいという思いで実習を行いまし
た。 2 年次の終盤に「諸検査」という同級生間
の相互実習で、 1 年生指導と同じ内容を行って
いたため心づもりはできている気でいました。
ですが、いざ患者さん役の 1 年生と対面する
と、初対面ということもありぎこちなさや今ま
でのマネキンや相互実習で身につけてきた一つ
一つの知識や技術が発揮できるか不安でした。
今までの相互実習では、良くも悪くもどこか慣
れが生じていたため、今回は感じにくくなって
いた緊張感を改めて感じました。しかし、自身
の不安やぎこちなさを患者さんに悟られるよう
では、不安感を抱かせる原因や信頼関係を築く
ことができない要因になるため、 1 年生指導を
行う前に予習を兼ねて今までの実習帳を振り返
り自分自身の不安要素をまず取り除くように努
めました。
　実習当日、私は 2 人の患者さんを担当しま
した。技術面でまだまだ未熟と感じることは

1 年生指導を終えて

第51回生　藤田　有沙

多く、短い時間の中で自分の考えた施術を実施
するには技術はもちろん、経験不足も感じまし
た。また施術の記録は、 1 年生にも手伝っても
らいながら行いました。その時学んだことは、
専門用語ではなく、わかりやすい言葉を用いた
コミュニケーションが難しいということです。
言い替えて伝えることに必死で拙い説明になっ
たり、自分の指導内容に自信が持てず伝えたい
ことが伝わっていないと思うことが何度かあり
ました。そのため、自分の中では行動変容を促
したつもりでも患者さんからの反応が薄く、 2
回目の実習時に再度確認すると行動変容に繋
がっておらず、短時間で患者さんとの信頼関係
を築き指導や説明を行っていくことの難しさを
今回はとても感じました。

1 年生指導を通して、 2 人の患者さんに対して
の介入を行ったため、一人一人との距離の詰め方
や話し方など関わり方が人それぞれで、介入や指
導方法を考える上での勉強になりました。そして
全体的にできることが増えたと実感するととも
に、自分の力不足を感じることの多かった実習で
した。今回の実習を経て見つけた多くの課題は、
臨床実習本実習の中で歯科衛生士から見て聞いて
学び成長していきたいと思います。
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　兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に
入学して間もない 1 年生の時に参加する予定
だったクリニカルトレーニングセレモニーが新
型コロナウイルス感染拡大により、出席できな
くなりました。私たちがセレモニーを見学でき
るようになったのは 2 年生の時で、 3 年生の先
輩がナイチンゲール像から火をもらい、一人ひ
とり分灯していく姿はとても綺麗でした。壇上
で誓いを読み上げる先輩はとてもかっこよく、
これから始まる本実習への不安を感じさせない
姿に憧れを抱いたことを今でも覚えています。
2 年生で参加した際、私たちにはまだまだ先だ
と感じていた臨床実習本実習が次は私たちの番
だと実感する事ができたのですが、その一方で
4 月に行ったプレ臨床実習で、知識不足・実力
不足を痛感していたので、宣誓されていた 3 年
生の先輩のように乗り越える事ができるのかと
不安になると同時に、あと少しの学院生活を頑
張ろうと思うきっかけにもなりました。

2 年生の授業では 1 年生の時に学んだ事を基
礎とする臨床科目が増え、とても忙しい日々を
過ごしていました。テストは段々と難しくな
り、毎日勉強に追われる日々でした。テスト結
果が張り出されるたび緊張しながら結果を確認
していたのを今でも覚えています。 1 年生の時
よりも段違いに難しくなった勉強、相互実習を
こなす中で始まった国家試験対策。いくらあっ
ても時間が足りない状況でした。とても忙しい
毎日でしたが、日々少しずつ成長を感じること
ができる 1 年となりました。
　無事進級し、本実習や国家試験対策といった
ことが始まる 3 年生になり、私たちも 5 月17日に
クリニカルトレーニングセレモニーを行いまし
た。去年と同様に感染対策の為、マスクは着用し
たままで、ロウソクではなく電池式のロウソクを
持ち、代表者のみがロウソクの火を使用しまし
た。私は代表として、誓いを読む役割をさせてい
ただきました。 2 年生の時のように見ているだけ

クリニカルトレーニングセレモニーを終えて

第51回生　川口　瑠夏

ではなく、私たちは立派な歯科衛生士になるとい
う決意を固める為に、代表として宣誓することに
とても緊張しましたが、ナイチンゲール像から火
をもらい、分灯していく姿で 3 年生になったんだ
という実感がとても湧きました。

3 年間最後の学内実習は、まとめ実習、さら
に私たちが新型コロナウイルス感染拡大により
1 年生の時に経験することができなかった 1 年
生指導を行いました。 3 年間で身についた知
識、技術を活かして、自分なりに考察し、自分
の担当した患者に適した指導を行っていきまし
た。感染対策でできないこともたくさんありま
したが、その中でもできる事を精一杯行うこと
ができたように感じています。 1 年生指導を行
うことで、 1 年生の頃からずっと学んできたス
ケーラーなどの扱い方、患者への指導、計画の
立案に関する自信をつけることができ、歯科衛
生士を志す気持ちがより強くなりました。
　そして、私たちは 6 月から遂に本実習がス
タートします。技術・知識共にまだまだ十分と
は言えませんが、今まで学んできたことを忘れ
ずに自信を持って臨床実習本実習を過ごせるよ
う頑張りたいと思います。
　そして、現場からでしか学ぶ事のできないこ
とを学び、知識を身に付けることで私たちの最
終目標である国家試験合格に結び付けられるよ
う積極的に取り組んでいきたいと思います。
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　私は 9 月の臨床実習本実習で西宮歯科総合福
祉センターへ行かせていただきました。西宮歯科
総合福祉センターでは様々な事業を行っており、
センター内での障がい者歯科診療、訪問歯科診
療、休日応急歯科診療、公衆衛生事業では、歯と
口の健康週間事業で乳幼児から学童を対象に歯科
検診や歯ブラシ指導、希望者にフッ素塗布、いい
歯の日事業などでは顕微鏡でのお口の中の細菌観
察や、口臭測定、口腔年齢診断、口腔がん検診
8020達成者の表彰などがありました。
　臨床実習本実習は障がい者歯科診療の他、訪
問歯科診療に同行する予定でしたが、新型コロ
ナウィルス感染拡大のためセンターに来院され
た方の障がい者歯科診療のみとなりました。診
療日は、水・金曜日13～15時という短時間での
診療でしたが、たくさんの患者様が来院され、
それまでに学んだ診療の流れや内容、補助とは
異なる実習をさせていただくことができ、学び
になることがたくさんありました。
　まずは様々な障害や疾患について学ぶことが
できたことです。センターに来院されている患者
様は、知的障害や脳性麻痺、自閉症、先天的な障
害や事故や病気による後天的な障害などをお持ち
ちで、それらについて改めて調べ理解し直し深め
ることができました。障害の重症度は様々で治療
時に器具などに当たって怪我をしないように歯科
医師や歯科衛生士の方たちが、安全を第一に考え
た対応としてベルトを使用したり、チェアーは車
椅子の方でもスムーズに入室ができるよう一つ一
つ間隔が空けられていたり、開業医院では見るこ
とができない障がい者歯科診療ならではの様々
な工夫を見学することができました。次に歯科衛
生士さんの患者様へのコミュニケーションの仕方
です。人それぞれ障害や疾患が異なるため、患者
様に合わせたコミュニケーションをとられていま

臨床実習で学んだこと（センター）

第51回生　熊本　楓子

した。私は最初、患者様にどのような声掛けをし
たら良いか全くわからず、歯科衛生士さんがお声
掛けされている言葉を真似してみたりしました
が、なかなか上手くいかず落ち込んでいました。
解決策を探していく中で辿り着いた答えは、当た
り前かもしれませんがまずは患者様のことをもっ
と知るということでした。センターの歯科衛生士
さんたちは来院されている患者様たちとは信頼関
係があり、一人一人のことを理解されているので
コミュニケーションがこんなにもスムーズなのか
と思い、今自分にできることはその日来院される
患者様の歯科衛生士記録を読み込み、前回の治療
はどこまでできたか、どんなことをされると嫌が
られるのか、今どんなことにハマっているかなど
些細なことでも情報を得ることで、患者様だけで
はなく、一緒に来院されている家族の方たちとも
少しずつですが話すことができるようになりま
した。そして治療時には、カウント法を用いた
り、「頑張っているよ」「上手にできているよ」
「ここまで頑張ろう」などの声掛けを積極的に
行い、歯科治療に恐怖心がある方もいらっしゃ
るので、少しでも患者様の不安要素を無くすた
めに同じ目線で話したり、話題作りにも励むこ
とが必要だと学びました。
　今回の実習を通して私が一番学んだことは、
一人一人の患者様を知ること、どのような障害
や疾患をお持ちの方にも同じ目線に立ち接する
ということです。歯科衛生士の技術や知識を習
得することはもちろんですが、その上で常に疑
問を持ち学び、どのような工夫をしたら治療を
受けていただけるのか、スムーズな治療ができ
るのかなどを考えて行動することが大事だと
いうことがわかりました。学んだ多くのことを
しっかり吸収し、将来歯科衛生士になったとき
に活かせるように努力を続けたいと思います。
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　2022年 3 月 1 日・ 7 日の 2 日間、神戸市中央
区にある医療法人信誠会大塚矯正歯科に実習に
行かせていただきました。
　これまで学内で講師の先生方によるご講義や
教員の方々による実習などで矯正歯科学につい
て学んでいましたが、実際に患者様に治療を行
なっているところや装置装着時のブラッシング
方法についての患者指導を見学させていただい
たことがなかったため、わからないことや理解
ができていなかったことがあることに気づくこ
とができました。
　その際、指導衛生士さんに質問して説明して
いただいたことを自作のノートに追記したり、
実習先でいただいた冊子を繰り返し読んで理解
することで、より多くの知識を身につけること
ができました。
　また、歯科医師や歯科衛生士の方々もとても
親切にしてくださり、今どの段階の施術を行っ
ているのか、何のために行われているのかなど
わかりやすく説明してくださり、実習終了後に
も他にわからなかったことや質問がないか聞い
てくださり、とても学びやすい環境を作って下
さりました。
　私は歯科衛生士になるために現在の専門学校
に通い学びたいと考えるようになったきっかけ
が、小学生の頃に矯正経験があり、当時通院し
ていた歯科医院の歯科衛生士さんがまだ幼く治
療を怖がっていた私に対しとても優しく声をか
け、接してくださり、そんな歯科衛生士さんの
姿に憧れ、私もこの方のような歯科衛生士にな
りたいと思ったことでした。なので、矯正歯科
での治療についてとても興味があり、矯正歯科
での歯科衛生士の役割や治療の流れ、患者様へ

臨床実習で学んだこと（矯正）

第51回生　深井　菜々香

の指導などを見学させていただける今回の実習
をとても楽しみにしていました。
　今回の実習を通じて矯正歯科医院には小児～
成人まで幅広い年代の方々が患者様として来院
されており、その患者様の口腔の状態やライフ
ステージなどに合わせた説明の仕方や口調、治
療内容などをよく考えた上で対応することが必
要であると感じました。
　患者様への術後説明の様子も見学させていた
だき、矯正装置の装着に伴い痛みや口内炎が発
生する可能性や、その際に何を食べると痛みを
緩和することができるのかという対処法や、装
置を装着している際のブラッシング方法を、専
門用語を用いずに患者様が理解しやすい言葉で
説明されているところを見て、自分自身が正確
な知識を身につけておくことが大切だと感じま
した。
　また、一般診療とは違い、矯正治療は保険適
応外の診療であり、また長期間にわたって行う
治療なのでしっかりと患者様に寄り添い矯正装
置を装着することによるメリットだけでなくデ
メリットもお伝えしたうえで、納得していただ
いてから矯正治療を開始するか決定していただ
くこと、また治療に必要な技術を身につけるこ
ともとても大切であると感じました。
　今回の矯正歯科での実習は、 2 日間という短
い期間ではありましたが、多くの知識を身につ
けることができ、また今まで学んだ知識をより
深めることができました。身につけた知識を本
実習や国家試験だけでなく将来歯科医院で歯科
衛生士として働き始めた際にもしっかり活かす
ことができるように頑張りたいです。
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　私は 6 月から 1 ヶ月間、灘区で開業されている
仲井歯科クリニックへ行かせていただきました。
　本実習の最初の 1 ヶ月だったためとても緊張
しましたが、学校では学ぶ事のできない臨床現
場でたくさんの事を吸収し、自分の知識と結び
つけることができました。
　仲井歯科クリニックは高齢の方からお子さん
まで幅広い年齢層の方が来院され、メンテナンス
に来られている患者さんが多い歯科医院です。
　初日は見学をさせていただいたのですが、朝
の朝礼が終わると歯科衛生士さんはメンテナン
ス、歯科助手さんは歯科医師のアシストとそれ
ぞれに別れ、患者さんをお待たせしないように
テキパキと動かれていたことがとても印象的で
した。私もそのように動くことができるか不安
でしたが、まずはそれぞれの使用する器具を確
認し、そのうえで使用する器具の場所を覚えて
アシストにつかせていただける際に素早く準備
ができるよう、心がけながら動きました。初め
は分からず歯科助手さんに器具やセメントなど
取っていただくことも多かったですが、アシス
トにつかせていただいているうちに、流れを覚
えて自分で取りに行けることが増えました。
　アシストワークではパステクニックについて
教えていただきました。診療を円滑に進めるため
にはパステクニックは欠かせない技術で、歯科医
師が取りやすい場所に器具を渡すことや、部位に
よりチップの向きを合わせて渡すなど基本的なこ
とではありますが、スムーズに進めるためにとて
も大切な事だと教えていただきました。
　仲井歯科クリニックでは定期的にメンテナン
スに来院されている患者さんが多く、予防歯科
に力を入れられていました。そのため患者さん
は意識の高い方が多く、メンテナンスに来られ
ている患者さんはカリエスが無くとても綺麗な

臨床実習で学んだこと（開業医）

第51回生　監物　明日香

口腔内の方が多かったです。その理由として、
定期的に来院されているだけでなく、カリエス
リスクを減らす指導に力を入れられているから
だと思いました。例えば「間食は 1 日何回して
いるか」や「どのようなお菓子を食べていて、
どんな飲み物を普段飲まれているか」などを患
者さんにお聞きして、その上でハイリスクな方
には「ステファンカーブ」を表した図を患者さ
んに見ていただき、飲食回数が多いと口腔内の 
pH が下がり歯が脱灰することを説明し、間食
指導を行っていました。
　カリエスリスクを減らすために間食指導はと
ても重要であり、自分が歯科衛生士になった時
に間食指導がしっかりとできるように勉強して
いきたいと思いました。
　また、小児のブラッシングもさせていただき
ました。お子さんのブラッシング指導をしたの
は初めてで、どうすればしっかり伝わるのかを
考えながら行いました。言葉だけでは伝わりに
くかったため、視覚的に分かるよう、手鏡を
持ってもらいながら歯ブラシの当て方や動かし
方などを指導しました。実際に歯科衛生士さん
が指導しているところを見させていただいて自
分の改善点も多くありましたが、それ以上に学
べたことが多かったです。
　この 1 ヶ月を通してアシストワークやカリエ
スリスクを減らす指導などたくさんのことを学
ばせていただき、充実した実習になりました。
ですが、歯科医師からの質問に答えられないこ
とも多く、自分の知識の乏しさも痛感しまし
た。今後は、より多くの知識を身につけ実際に
臨床へ出た際に今回学んだことを活かして、理
想とする歯科衛生士になれるよう頑張っていき
たいと思います。
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　令和 4 年10月に神戸市立医療センター中央市
民病院へ実習に行かせていただきました。初め
はとても緊張しましたが、できる限り多くのこ
とを学んで吸収しようという気持ちで実習に臨
みました。
　歯科口腔外科の外来では抜歯を中心に顎変形
症、顎骨壊死、粘膜異常病変など様々な症例に触
れることができました。特に顎骨壊死や粘膜病変
は、直接観察すると硬さや質感、患者さんの苦痛
など様々なことを感じられ、教本や講義で得た知
識についてさらに理解を深めることができまし
た。外来には様々な疾患や障害を持った患者さん
が来院されるため、その患者さんの全身状態を把
握し、臨機応変に対応する必要があります。例え
ば放射線治療の影響で首元に発疹が出ている中咽
頭がんの患者さんは、エプロンが刺激になるため
首へ巻かずにテープで肩に止める。歩行が不安定
な患者さんは転倒に注意し、いつでも患者さんを
支えられる体勢を整えておく。麻痺の残る患者さ
んはうがい時に上手く吐き出せない可能性もある
ため、スピットンを近くへ寄せ、口を拭くための
ティッシュを差し出す配慮を行うなどです。どれ
も当たり前で簡単そうですが、患者さんのカルテ
や問診票を基にどのような対応が必要なのかを即
座に判断しなければなりません。実際に行うとと
ても難しく、付け焼き刃の知識だけでは対応でき
ない歯痒さを経験しました。しかしこれらを当た
り前にできることが患者さんから信頼され、不安
や悩みを相談しやすい環境作りに繋がっているの
だと肌で感じました。
　病棟往診では周術期や脳性麻痺、現病の悪化
などで十分なセルフケアが行えない患者さんの
口腔ケアをされていました。口腔内を清潔にす

臨床実習で学んだこと（病院・口腔外科）

第51回生　宮地　智子

ることは誤嚥性肺炎などの感染症のリスクが軽
減できるため、定期的に看護師さんが行ってい
ますが、中には難しいケースもあります。その
ような場合、歯科衛生士が口腔内アセスメント
を十分に行いケアを実施します。その中でも痰
や痂皮などの汚染物が乾燥して付着している患
者さんには、保湿剤で湿潤させてからケアを行
い、誤嚥させないようにスポンジブラシの水を
しっかり絞り、器具を奥から手前へ動かしてい
ました。手際よく汚染物を除去する姿は私の理
想とする歯科衛生士の姿でした。
　また、全身麻酔下で行う口腔外科手術では歯
科医師だけでなく麻酔科医や看護師と連携し、
使用したガーゼを患者の体内に残さないよう随
時確認したり、手術の進行具合など声を掛け
合って情報を共有されていました。
　私は病院実習で様々な症例を通し、歯科領域
だけでなく患者さんの全身状態を考えるという
ことを学びました。例えば化学療法や放射線治
療を何回受けているのかで有害事象は異なり、
服薬によっても全身状態は変化します。それら
を歯科衛生士が知識として持つことで、患者さ
んは安心して歯科治療に専念することができま
す。実習中は症例に合わせて多くの調べ物や、
歯科衛生士としての役割を考えるのがとても大
変で、常に睡眠不足の毎日でした。しかし、歯
科衛生士として患者に寄り添うとはどういうこ
となのか、本当の意味での患者配慮について学
んだ貴重な 1 ヶ月でした。
　今回学んだことを忘れず、卒業後は一人一人
の患者さんのためにどのような支援ができるか
を考えられるように残りの学生生活を精進した
いです。
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　私たちは8月に市民救命士講習を受講しました｡
　講習では心肺蘇生法の講義や実技など一次救
命措置において大切なことを学ぶことができま
した。
　救急車を要請してから現場に到着するまでに
約10分かかり、その間に心肺蘇生や AED の使
用などの適切な処置を行うと、何もしないより
も命が助かる可能性が向上するということを学
びました。また、救命の連鎖として「心停止の
予防」「早期認識と通報」「一次救命措置（心肺
蘇生と AED）」「二次救命措置と心肺再開後の
集中治療」の 4 つの輪からなり、これらがス
ムーズに繋がることで傷病者の救命効果が高ま
ると分かりました。
　現代では新型コロナウイルスの感染も広がっ
ているため、救命措置を行う際には人工呼吸の
場合、人工呼吸器用マウスピースの使用をした
り、人工呼吸を行わず胸骨圧迫と AED での救
命措置を行うなどその場に応じて行動する必要
があると思いました。また、新型コロナウイル
スだけでなく誰もが感染症を持っていると考
え、救命措置を行う際にはゴーグルや手袋の代
わりにビニール袋をつけるなど感染から身を守
ることも重要だと感じました。
　一次救命措置の講義を受け、マネキンを使用
しての実技を行いました。胸骨圧迫を 1 分間に
100～120回のテンポで30回圧迫しましたが、傷
病者の胸が約 5 ㎝下方に圧迫されるようにする
のとテンポを維持することがとても難しかった
です。テンポが速すぎると心臓に十分に血液が
戻ってこず有効な血液が全身に送れないため、
深く圧迫することも大切ですが、テンポを維持
することも重要だとわかりました。
　講義を聞いて心肺蘇生法の手順を理解したつ
もりでしたが、いざマネキンを用いて実践する
と不安になりスムーズに心肺蘇生法を行うこと
ができませんでした。

市民救命士講習を受講して

第51回生　前川　夕海

　人が倒れ、心肺蘇生法を行うとなると“どう
しよう”という気持ちが先走り慌ててしまうと思
います。そのような状況でも冷静になって現状把
握し、第一に何をするかを考えて行動して少しで
も命が助かるように貢献したいと思いました。
　私は 3 年前に一度、自動車教習所で応急救護
の授業を受講しました。その時も人が倒れてか
ら胸骨圧迫までの流れをマネキンを使用して学
びました。一度学んでいても、心肺蘇生法は普
段から起こりえない状況にあるので、今回の一
次救命の講義を受けた時に何をするかを分かっ
ているつもりでもスムーズに実施することがで
きませんでした。いつでもどこでも、人が倒れ
た時に一次救命を行えるように普段から意識す
るべきだと感じました。
　これから歯科診療で働くにあたり、処置中の
患者さんが倒れたり、意識が朦朧になったりする
などの場面に立ち会うことが少なからずあるかも
しれません。医療従事者の 1 人としての自覚を持
ち、口腔内だけでなく患者さんの状態も把握しな
がら冷静に判断し行動に移せるようにしたいと今
回の講義の受講を通して思いました。
　また、人が倒れた時には第一発見者として適
切な対応ができるように今回学んだことを活か
したいと思います。
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　私が歯科衛生士を目指したきっかけは、幼い
頃から通院していた歯科医院で、優しく丁寧な
指導をして下さった歯科衛生士さんに憧れたか
らです。しかし、私は歯科医院でのアルバイト
経験が無かったので、最初は教本の歯科用語が
読めない事があったり、器具の名称や言葉を聞
いてもイメージができず、学校の授業について
いけるのか凄く不安でした。

1 、 2 年生の頃は、なかなか自分に合った勉
強法を見つけられず、単位試験でも実技試験で
も苦戦しました。 3 年生になり臨床実習へ出て
も、新型コロナウイルスの感染拡大により見学
のみの実習だったり、毎日実習帳記入に追われ
る中、刻々と近づいてくる国家試験に常に焦り
を感じていました。12月に臨床実習を終え、国
家試験に向けて本腰を入れる時期に差し掛かっ
た時、平均点に届いていない科目の点数を伸ば
すために、教務の先生からアドバイスをいただ
き私が特に苦手としていた矯正、小児に関する 
YouTube 動画を見て知識を整理したり、国家
試験対策講義で質問をすることで点数を伸ばし
ていきました。
　しかし、12月の模擬試験ではまだ合格点に及
ばず、 1 月の試験では必ず合格点を取ると決め
て冬休みを過ごしました。振り返ってみると、
国家試験に合格できたのは、冬休みの間に自分
に合った勉強法を見つけられた事が大きかった
と思います。国家試験対策の教材がいくつかあ
る中で、全てに目を通す時間と気力は無く、
「国試の麗人」と「コンプリート」の問題集と
参考書を徹底的に抑えました。具体的な勉強法
は添付写真のように、間違った問題の選択肢は
全て調べ、自分なりに付箋にまとめ【付箋ノー
ト】を作成しました。その結果、 1 月の模擬試
験では合格点を取る事ができ、安心感と自信が

国家試験合格記

第50回生　上杉　有希奈

持てるようになりました。朝の電車では、携帯
電話をぼーっと見ていた時間をコンプリートや
模擬試験の解説を見る時間に替え、お昼休みに
は友達と問題を解き、解説が理解できないもの
は質問しにいくようにしていました。
　国家試験前日は不安な気持ちもありました
が、新たな情報を詰め込むことはせず自分の付箋
ノートを見返し重要な表などを最終確認としてひ
たすら頭に焼き付けました。そして迎えた国家試
験当日、とにかくできる問題を落とさないことだ
けに集中しマークミスがないかを 5 問解き終わる
毎に確認しました。数日後に速報が出て答え合わ
せをすると今までで一番良い点数が取れていて努
力が実った事がとても嬉しかったです。国家試験
までの道のりは長く途中周りと比べてしまい、落
ち込んだり分からない事が出てくると不安で仕方
ないこともあるかと思います。しかし自分に合っ
た勉強法は人それぞれで、点数が伸びる時期も人
それぞれです。体調に気をつけて、国家試験当日
の自分が自信を持って挑めるよう頑張って下さ
い。応援しています。

＜国家試験合格記＞
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私が歯科衛生士を目指したきっかけは、歯科
助手の仕事をしている母から歯科衛生士の職種
について、初めて詳しく聞いたことがきっかけ
でした。しかし、勉強に対して苦手意識が強
かった私は、 3 年間で専門知識を習得できるの
かという不安しかありませんでした。

1 年生では基礎科目を学びますが、勉強のや
り方が分からず躓きました。授業の内容も全然
理解することができず頭を抱えていた私に、友
達が何度も教えてくれたことで何とか乗り越え
ることができました。 2 年生では臨床科目を主
に勉強しますが、その頃から新型コロナウイル
ス感染症による影響で、リモート授業が多くな
り相互実習もできなくなりました。そして、
コロナは終息しないまま 3 年生の臨床実習が始
まりました。本来であれば、アシストや患者誘
導などをさせていただくことで経験が積める期
間でしたが、感染防止のため見学だけの実習で
した。実践的なことはあまりできませんでした
が、実際に臨床現場を見せていただけたこと
で、今まで講義で得た知識と臨床での動きを結
びつけることができ、考察をしながら見学する
ことができました。
　臨床実習が終わると、本格的に国家試験の勉
強が始まりました。それまでは単位試験に合格
することしか考えておらず理解も曖昧で、模擬
試験では合格点に全然届いていませんでした。
このままではダメだと思い、冬休みに入ってか
らは過去問題を解説まで完璧に理解するまで何
回も繰り返し解きながら覚え、国家試験対策の
講義内容を友達と説明し合えるようになるま
で、何度も繰り返しました。電車などの移動時
間も活用して勉強する事で、 1 月の模擬試験で

国家試験合格記

第50回生　八木　愛花

はなんとかギリギリ合格点に達することができ
ました。残り少ない期間でしたが、そこからは
不安を 1 つずつ確実に取り除けるよう勉強して
いきました。
　国家試験前日のホテルでは、友達と最終確認
だけ行い早めに就寝しようとしましたが、不安
と興奮でなかなか眠れませんでした。当日会場
に着くと周りには友達がたくさんいたこともあ
り、ピリピリとした緊張感漂う試験独特の空気
はなく、模擬試験を受ける感覚で落ち着いてい
ました。試験が始まると受験番号と名前を書け
ているか何度も確認を行いました。 1 問 1 問確
実に問題を解いていき、余った時間はマークミ
スがないか時間いっぱい確認しました。試験が
終わるとやっと終わったという解放感がありま
した。後日の自己採点までの間、友達と何度も
「やれるだけのことはやった」と言い合いまし
た。自己採点では無事合格点が取れており、本
当に嬉しかったです。 3 年間を振り返ると、人
生の中で一番勉強した 3 年間でした。最初は聞
き慣れない用語や初めて触れる器具ばかりで、
理解しようとしても複雑すぎてわからない事ば
かりでしたが、何度もわかるまで熱心に教えて
くださった先生方や、夜遅くまで付き合ってく
れた友達のおかげで何とか乗り越えることがで
きたことにとても感謝しています。
　国家試験を控えている後輩の皆さん、一世一
代の大きなことで不安や焦りもあると思いま
す。友達の点数を聞いてどうしたらいいか分か
らなくなる時があるかもしれませんが、自分が
やってきたことは必ず結果に繋がるので諦めず
に合格を目指し、たまに息抜きをしつつ頑張っ
てください。応援しています。

＜国家試験合格記＞
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＜活躍中の卒業生＞

　私は、2022年 3 月に本校を卒業後、東灘区に
ある大川歯科医院に勤務しています。
　就職して 4 ヶ月が経ちましたが、できること
が 1 つ増えると、また 1 つ新しい壁にぶつかる
ということを繰り返しながらも、先輩方のご指
導と患者さんから日々多くの刺激をいただき、
私が目指すべき歯科衛生士に向かって充実した
毎日を送っています。
　学生時代の私は勉強が大の苦手で、歯科医院
で働いた経験もなく将来どんな歯科衛生士にな
りたいかなど考えたこともありませんでした。
しかし、 3 年生になり臨床実習本実習に通うな
かで私にとって大きな変化がありました。臨床
実習先の歯科衛生士さんから「知識がない歯科
衛生士は患者さんから信頼されない」と聞かさ
れたのです。その時初めて、歯科衛生士として
どうあるべきなのか考えさせられました。この
出来事をきっかけに、学生生活で得た学びや臨
床実習での経験を活かし、正しい知識と技術を
持ち、患者さんに「信頼される歯科衛生士」に
なりたいと考えるようになっていきました。
　現在、歯を失う原因として歯周病に罹患して
いる人が多いと知り、私も歯周病に罹患している
患者さんに携わり、一人でも多くの患者さんのお
口の健康を守りたいと考えるようになりました。
そこで歯周治療に力を入れている大川歯科医院で
歯周病についてもっと深く学んでいきたいと思い
就職を決めました。医院では、臨床実習で経験で
きなかった多くの経験をさせていただいていま
す。一社会人としての基礎力を身につけるため、
そして患者さんから信頼される歯科衛生士になる
ため、日々ご指導をいただいています。
　医院では、歯周治療・インプラント治療を軸

一人の歯科衛生士として

に一口腔単位での包括治療を行なっています。包
括治療を実施していく上では、歯科医師と歯科衛
生士またコ・デンタルスタッフがチームとして協
働・連携することの大切さを教わりました。
　現在私は、医院で歯科診療補助の一員として
診療に携わっています。歯科医師が多くの学術的
な配慮をしながら、その上でより良い治療を目指
し実践されている姿を間近に拝見し、歯科診療補
助は単なるアシスタントではなく、歯科医師と同
じレベルの多くの知識が要求され、共に患者さん
の治療に従事する重要性を学びました。実際に現
場に出て歯科衛生士として行う業務は、学生の臨
床実習とは業務の重みが全く違うことも痛感させ
られました。学生時代と同じ患者導入、同じ経験
や知識の吸収でもそこには医院の 1 スタッフとし
ての責任があります。私の行動ひとつで患者さん
の信頼を失い、医院に損害を与えることもありま
す。逆に、私の言動で患者さんが安心してくだ
さった時や、治療がスムーズに行えた時には学生
の頃には味わえなかった喜びや、やりがいも多く
感じるようになりました。
　このように臨床に出て間もない新米歯科衛生士
ですが、毎日学びながら楽しく勤務できているの
は、院長をはじめとするスタッフの方々のお陰だ
と感じております。小さな疑問にも丁寧に答えて
くださり、日々のトレーニングでは快く患者役を
引き受けてくださる先輩方に申し訳なさを感じな
がらも、 1 日でも早く一人前の歯科衛生士になっ
て恩返ししたいという気持ちでいっぱいです。
　まだまだ道半ばではありますが、今後も学ぶ
ことを怠らず、また周囲への気配りを忘れず、
私の目指す「信頼される歯科衛生士」を目指し
て日々精進していきたいと思います。

大川歯科医院

第50回生　三浦　栞菜
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＜活躍中の卒業生＞

　私は2016年の 3 月に兵庫県歯科医師会附属兵
庫歯科衛生士学院を卒業しました。そして、新
卒で現在の職場である神戸市立こうべ市歯科セ
ンターに就職し、今年で 7 年目です。人生で一
番勉強をしたあの 3 年間から、社会人になり、
もうこんなに月日が経っていると思うと自分で
も驚いてしまいます。
　学院に入学してからは、歯のことなんて一つ
も分からなかった自分が、勉強を重ねる中で少
しずつ知識がついていくことに喜びを感じる
日々でした。その中でも一番辛くてしんどかっ
たと思い返すのは臨地臨床実習です。
　はじめて障害者診療を見学させていただい
たのは、 2 年生後期に伺った見学実習です。
緊張と同時に、見たことのない障害者歯科とい
う現場に行くことにとても不安を感じていたこ
とを覚えています。そこで印象的だったのが抑
制下治療です。歯科治療に対して拒否の強い患
者さんに、ネットを巻いて治療している姿は、
未熟な私には衝撃的な光景でした。そのときの
私は、“ここで働きたい”ではなく、“ここでは
働きたくない”と思っていました。 3 年生に
なって実習先が発表され、実習先の一つに口腔
保健センターがありました。障害者歯科の現場
をもう一度見るということに不安と緊張が走り
ました。しかし、実習が始まるとそんな気持ち
はなくなったのです。さまざまな患者さんが来
院する中で、その患者さんひとりひとりに合わ
せた対応をする姿。誰に対しても優しい声掛け
をする姿。歯科医院が苦手な患者さんに対して
も本人のペースに合わせてできるようになる方
法を探す姿。すべての歯科衛生士さんの姿が
かっこよく、 2 年生の実習に行った際の感情と

障害者歯科で働く歯科衛生士

は逆で、“わたしもこんな歯科衛生士になりた
い！”“ここで働きたい！”と思いました。も
ちろん抑制下治療も何度か見学しました。怖
い、可哀想という感情はあるものの、なぜ抑制
下治療を行うのかを考えました。しなくていい
ならしない。ただ、その患者にとって必要なら
ばその手段も必要なのではないかと感じるよう
になりました。
　私は今、その実習先であった「神戸市立こう
べ市歯科センター」にて勤務をしています。
　健常者である私たちにとって、当たり前に考
えて行動できることでも、障害のある方々に
とっては当たり前ではありません。だからこそ
私たち歯科衛生士は危険回避をし、健常者以上
に安全面への配慮が必要となってきます。
　こうべ市歯科センターではさまざまな行動調
整法を用いながら、患者さんと向き合っていま
す。外来診療・通常診療を受けられるようにな
るためのトレーニング・全身麻酔や鎮静法と
いった薬物を用いた行動調整法。その上でさま
ざまな行動調整法を使い分け、時には組み合わ
せて、適切な歯科治療が安心・安全に受けられ
るようにしています。
　こうべ市歯科センターに就職してからは、勉
強することの多さに圧倒されながらも、素敵な
先輩歯科衛生士に出会い、たくさんのことを教
えられながら楽しく働いています。そして現
在、歯科衛生士主任を務め、今まで以上の責任
を持って働いています。少しでも後輩にかっこ
いい背中を見せられるような歯科衛生士になり
たいと思っています。

神戸市立こうべ市歯科センター

第44回生　烏野　明香
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学 院 の 動 き

令和 3年度
令和 4年
1月

5 ～11日　一般入試（ 2 次）願書受付
11日　第 6 回業者模擬試験（医歯薬）
23日　一般入試（ 2 次）

24日～ 2 月 3 日　一般入試( 3 次)願書受付
25日　第11回学院運営協議会
〃 　第 7 回業者模擬試験（医歯薬）

29日　一般入試（ 2 次）合格発表

2 月
1 日　教員会（卒業審議）
4 日　第 8 回業者模擬試験（DHS）
13日　一般入試（ 3 次）
19日　一般入試（ 3 次）合格発表
22日　第12回学院運営協議会

3 月
1 ～29日　見学臨床実習

（センター： 2 年生）
〃 　見学臨床実習

（矯正： 2 年生）
5 ～ 6 日　第31回歯科衛生士国家試験引率

(大阪府：肥塚教務副主任、角
田専任教員、篠原専任教員)

6 日　第31回歯科衛生士国家試験
10日　教員会（進級審議）
12日　50回生卒業証書授与式
22日　第13回学院運営協議会
〃 　出張講義：兵庫県立三木北高等

学校（篠原専任教員）
24日　第 9 回オープンキャンパス
25日　第31回歯科衛生士国家試験合格

発表
31日　科目講師退任

（杉岡伸悟、辻　則正）

令和 4年度
令和 4年
4月

1 日　科目講師就任
（坂中哲人、仲間ひとみ）

10日　53回生入学式
11～22日　プレ臨床実習（ 2 年生）

17日　第 1 回オープンキャンパス
26日　第 1 回学院運営協議会
27日　学生健康診断

5 月
8 日　神戸常盤大学保健科学部口腔保

健学科開設ならびに神戸常盤大
学歯科診療所リニューアル記念
式典（長田区：浦出学院長）

12日　科目・臨床実習連絡会（書面開催)
14日　第 2 回オープンキャンパス
17日　クリニカルトレーニングセレモ

ニー
21日　日本歯科衛生教育学会2022年度第

1 回教育活動委員会（Zoom：小
村教務主任）

24日　第 2 回学院運営協議会

6 月
1 ～22日　各地区「歯と口の健康週間行事｣

小集団指導実習（ 2 年生）
1 ～28日　第 1 期臨床実習本実習

　　　（ 3 年生）
5 日　歯と口の健康フェア（川西市：

髙橋理事、浦出学院長、肥塚教
務副主任、難波専任教員、清水
専任教員、平野専任教員）

〃 　歯と口の健康週間事業（西区：
小村教務主任）

9 日　京都府歯科医師会との会談（京
都府：髙橋理事）

12日　第 3 回オープンキャンパス
23日　出張講義：兵庫県立芦屋高等学
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校（小村教務主任）
24日　日本歯科衛生教育学会2022年度第

2 回教育活動委員会（Zoom：小
村教務主任）

26日　出張オープンキャンパス in 豊岡
（豊岡市：髙橋理事、吉川副学
院長・学科長、小村教務主任）

28日　第 3 回学院運営協議会
30日　こうべ市歯科センター歯科衛生士

養成機関との連絡会（長田区：肥
塚教務副主任）

7 月
1 ～28日　第 2 期臨床実習本実習

　　　（ 3 年生）
5 日　日本歯科衛生教育学会2022年度第

1 回常任理事会・理事会(Zoom：
小村教務主任）

6 日　研修旅行（京都方面： 1 年生）
10日　第 4 回オープンキャンパス
26日　第 4 回学院運営協議会
〃 　第 5 回オープンキャンパス

29日　第32回近畿北陸地区歯科衛生士
教育協議会（大阪府：浦出学院
長、小村教務主任）

8 月
1 日　第 1 回業者模擬試験（DHS）

1 ～ 5 日　歯科衛生士専任教員講習会Ⅱ
（難波専任教員）

3 日　兵庫県歯科衛生士養成機関専任
教員協議会（Web）

4 日　第 6 回オープンキャンパス
21日　第 7 回オープンキャンパス
22日　DHS 夏期講座

22～26日　歯科衛生士専任教員講習会Ⅳ
（角田専任教員）

23日　第 5 回学院運営協議会
26日　第 2 回業者模擬試験（医歯薬）

27日　近畿北陸地区歯科医師会会立教
育施設担当者連絡協議会（書面
開催）

9 月
1 ～15日　AO 入試願書受付
1 ～29日　第 3 期臨床実習本実習

（ 3 年生）
4 日　第55回学院学会
11日　第 8 回オープンキャンパス
20日　研修旅行（大阪方面： 2 年生）

打合せ（肥塚教務副主任）
27日　第 6 回学院運営協議会

10月
1 日　各地区「いい歯の日行事」公衆

衛生活動（ 2 年生）（～11/27）
2 日　AO 入試

3 ～14日　推薦入試（ 1 次）願書受付
3 ～21日　指定校推薦入試願書受付
3 ～27日　第 4 期臨床実習本実習
　　　　　（ 3 年生）

8 日　AO 入試合格発表
11日　消防訓練

14・17日　研修旅行（神戸市： 2 年生）
25日　第 7 回学院運営協議会
27日　日本歯科衛生教育学会2022年度第

2 回常任理事会・理事会(Zoom：
小村教務主任）

30日　推薦入試（ 1 次）／指定校推薦
入試

31日　第 3 回業者模擬試験（医歯薬）

11月
1 日　障害者施設実習（ 3 年生）

（～12/ 2 ）
　〃　高齢者施設実習（ 3 年生）

（～12/ 2 ）
5 日　推薦入試（ 1 次）／指定校推薦

入試合格発表
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7 ～18日　推薦入試（ 2 次）願書受付
　　　一般入試（ 1 次）願書受付

8 ～ 9 日　研修旅行（大阪方面： 2 年生）
17日　第 4 回業者模擬試験（医歯薬）
19日　ひょうご専門学校フェスタ

（神戸市：肥塚教務副主任、山
下専任教員、清水専任教員）

22日　第 8 回学院運営協議会

12月
2 ～16日　第13回日本歯科衛生教育学会学

術大会（Web：小村教務主任、
肥塚教務副主任、角田専任教員、
難波専任教員、山下専任教員、篠
原専任教員、清水専任教員、岩城
専任教員、平野専任教員)

〃 　全国歯科衛生士教育協議会講習
会Ⅵ（Web：小村教務主任）

4 日　推薦入試（ 2 次）
　　　一般入試（ 1 次）
10日　推薦入試（ 2 次）合格発表
　　　一般入試（ 1 次）合格発表
15日　出張講義：兵庫県立松陽高等学

校（肥塚教務副主任）
20日　第 9 回学院運営協議会
〃 　第 5 回業者模擬試験（DHS）
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学院運営協議会記録

令和 3年度
第11回学院運営協議会　令和 4 年 1 月25日（火)

午後 1 時30分
協議事項

1 ．令和 4 年度予算について
2 ．令和 3 年度卒業証書授与式について
3 ．新型コロナウイルス感染症対策について
4 ．男女共学について
5 ．その他

第12回学院運営協議会　令和 4 年 2 月22日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 3 年度卒業証書授与式について
2 ．兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学

院学則の一部改正について
3 ．兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学

院学則細則の一部改正について
4 ．令和 5 年入学者入学試験日程について
5 ．新型コロナウイルス感染症対策について
6 ．その他

第13回学院運営協議会　令和 4 年 3 月22日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 4 年度入学式について
2 ．令和 4 年度科目講師について
3 ．科目・臨床実習連絡会について
4 ．退学処分について
5 ．新型コロナウイルス感染症対策について
6 ．その他

令和 4年度
第1回学院運営協議会　令和 4 年 4 月26日（火)

午後 1 時30分
協議事項

1 ．令和 4 年度臨床実習講師について
2 ．科目・臨床実習連絡会について
3 ．クリニカルトレーニングセレモニーについて

4 ．学業奨励について
5 ．令和 4 年度指定校推薦について
6 ．新型コロナウイルス感染症対策について
7 ．その他

第2回学院運営協議会　令和 4 年 5 月24日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 3 年度学院会計収支計算書について
2 ．出張オープンキャンパスについて
3 ．新型コロナウイルス感染症対策について
4 ．その他

第3回学院運営協議会　令和 4 年 6 月28日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．2023年度入試審査基準について
2 ．新型コロナウイルス感染症対策について
3 ．その他

第4回学院運営協議会　令和 4 年 7 月26日（火)
午後 3 時30分

協議事項
1 ．近畿北陸地区歯科医師会会立教育施設担

当者連絡協議会について
2 ．新型コロナウイルス感染症対策について
3 ．その他

第5回学院運営協議会　令和 4 年 8 月23日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．第55回学院学会について
2 ．近畿北陸地区歯科医師会会立教育施設担

当者連絡協議会について
3 ．新規臨床実習施設について
4 ．新型コロナウイルス感染症対策について
5 ．その他
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第6回学院運営協議会　令和 4 年 9 月27日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．新型コロナウイルス感染症対策について
2 ．令和 5 年度事業計画について
3 ．その他

第7回学院運営協議会　令和 4 年10月25日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 6 年入学者入学試験日程について
2 ．令和 5 年度オープンキャンパス日程につ

いて
3 ．令和 5 年度歯科材料取扱業者について
4 ．新型コロナウイルス感染症対策について
5 ．その他

第8回学院運営協議会　令和 4 年11月22日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 5 年度予算について
2 ．令和 5 年度行事予定について
3 ．新型コロナウイルス感染症対策について
4 ．その他

第9回学院運営協議会　令和 4 年12月20日（火)
午後 4 時

協議事項
1 ．兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学

院学則細則の一部改正案について
2 ．令和 5 年度予算について
3 ．令和 5 年度歯科材料取扱業者について
4 ．令和 5 年度行事予定について
5 ．新型コロナウイルス感染症対策について
6 ．その他
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兵庫県下郡市区歯科医師会

兵庫歯科衛生士学院の
皆さんの活躍を
期待しています

兵庫歯科衛生士学院の
皆さんの活躍を
期待しています
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番号 郡市区名 ホームページアドレス 会員数 医療機関数
1 東灘区歯科医師会 https://www.kobe418.jp/higashinada/ 160 127
2 灘区歯科医師会 http://www.nadashi.net/ 104 85
3 中央区歯科医師会 https://chuoku8020.jp/ 175 138
4 兵庫区歯科医師会 https://hyogoku-dental.jp/ 69 56
5 長田区歯科医師会 https://nda-kobe.com/ 74 54
6 須磨区歯科医師会 https://www.kobe418.jp/suma/ 84 71
7 垂水区歯科医師会 https://www.th-jp.com/ 108 90
8 北区歯科医師会 http://www.kitadental.jp/ 104 88
9 西区歯科医師会 http://www.kobe249shikaishikai.com/ 89 79
10 尼崎市歯科医師会 http://www.ada.or.jp/ 243 189
11 西宮市歯科医師会 https://www.ndajp.com/ 278 222
12 伊丹市歯科医師会 https://www.itamident.jp/ 115 91
13 川西市歯科医師会 http://www.kda8020.com/ 78 60
14 三田市歯科医師会 https://sanda-dental-association.org/ 46 41
15 宝塚市歯科医師会 https://tda8020.jp/ 129 104
16 芦屋市歯科医師会 https://ashiyadental.or.jp/ 72 54
17 明石市歯科医師会 https://www.ada135.or.jp/ 163 131
18 三木市歯科医師会 http://www.eonet.ne.jp/~mda118/ 46 37
19 小野加東歯科医師会 42 35
20 西脇市・多可郡歯科医師会 31 24
21 加西市歯科医師会 25 15
22 播磨歯科医師会 https://harimadent.jp/ 184 161
23 姫路市歯科医師会 http://www.himedent.org/wp/ 314 253
24 神崎郡歯科医師会 19 17
25 揖龍歯科医師会 http://8020da.com/ 49 41
26 宍粟市歯科医師会 19 14
27 相生・赤穂市郡歯科医師会 http://www.a3da.jp/ 46 41
28 佐用郡歯科医師会 10 4
29 丹波篠山市歯科医師会 https://tanbasasayama-dental.com/ 18 15
30 丹波市歯科医師会 https://tanbadental.com/ 36 29
31 南但歯科医師会 27 21
32 豊岡市歯科医師会 http://www.hda-toyooka.jp/ 33 28
33 美方郡歯科医師会 http://mikatagun8020.web.fc2.com/ 15 14
34 洲本市歯科医師会 28 21
35 淡路市歯科医師会 31 24
36 南あわじ市歯科医師会 28 24
37 無所属 8 0
合計 3100 2498

ぜひ一度ご覧下さい　兵庫県歯科医師会 ホームページ　https://www.hda.or.jp/
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あ と が き

　昨年は、安倍元総理のテロによるご逝去、ロ
シアによるウクライナ侵攻、北朝鮮によるたび重
なるミサイルの発射、チャイナにおける習近平一
党独裁体制の強化、米国中間選挙等、国の内外で
極めて大きな出来事があった一年でした。
　しかし、歯科界の末席を汚している身として
昨年を振り返る時、どうしても見逃すことので
きないニュースは、いわゆる「国民皆歯科健
診」が国で議論の俎上に載せられたことです。
その実現にはまだまだ乗り越えなければならな
い課題が数多くあるとはいえ、まずは吉報であ
ることに異論はないでしょう。
　歯科において予防分野の主力を担うことが期
待される歯科衛生士の皆さんには、ますます前
向きに頑張っていただきたいと思います。
（学生の皆さんも？！）

　さて、本誌も多くの関係各位のお蔭をもちま
して何とか発刊まで漕ぎつけることができまし
た。本号の特徴の一つは、〈学術論文〉の欄で
初めて歯科衛生士の方に投稿いただいたことで
す。学生の皆さんは、将来、学術的な発信もな
し得る歯科衛生士を目指して、日々基礎の修得
に励んでください。
　改めて投稿いただいた皆さんに御礼申し上げ
ますとともに、本年がウサギのように飛び跳ね
る飛躍の年となりますよう祈念し、筆をおかせ
ていただきます。 （大矢卓志）

編集委員長　　赤松　正広
編 集 委 員　　西尾眞理子　　大矢　卓志

篠原　理恵　　岩城万希子
大風　裕美

「芍薬（シャクヤク）」
　立てば芍薬、座れば牡丹、歩く姿は百合の花
　これは女性の立ち居振る舞いを花に例えたもので、芍薬はすらりと伸び
た茎の上に綺麗な花を咲かせることから立ち姿の美しい女性を表現したも
のです。ピンク・白・赤の豪華な 2 輪を UP しました。

兵庫県歯科医師会　澤田　　隆

表紙写真説明

＊　　　　　＊　　　　　＊
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